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今
年
は
、
１
９
５
８
（
昭
和
　
）
年
に
宇
土
市
が
発
足
し
て
か
ら
　
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
間
、

３３

５０

市
民
一
人
ひ
と
り
の
市
を
愛
す
る
心
に
支
え
ら
れ
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
広
報
う
と
で
は
、
宇
土
市
が

誕
生
し
て
か
ら
現
在
ま
で
の
足
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。

昭和４７年：落成式の日の宇土市民会館

文
化
の
殿
堂　

市
民
会
館
が
開
館

市史編さん

だ よ り
ＶＯＬ．２５

　
昭
和
　
年
６
月
１
日
、
宇
土
市

４７

民
が
待
ち
に
待
っ
た
市
民
会
館
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
同
館
は
、
鉄
筋
地
下
１
階
・
地

上
４
階
の
本
館
と
鉄
筋
２
階
建
て

の
別
館
か
ら
な
り
、
８
０
０
席
の

大
ホ
ー
ル
と
３
０
０
人
収
容
の
小

ホ
ー
ル
を
擁
す
る
、
当
時
と
し
て

は
県
内
で
も
有
数
の
文
化
ホ
ー
ル

と
し
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
開
館
後
３
年
間
に
行
わ
れ
た
自

主
文
化
事
業
は
　
回
と
県
内
最
多

６４

を
誇
り
、
そ
の
内
容
も
第
一
線
級

の
出
演
者
に
よ
る
バ
レ
エ
、
オ
ペ

ラ
、
演
劇
等
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ

番
組
の
公
開
録
画
や
郷
土
芸
能
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
大
都
市
で
し
か
見
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
な
豪
華
な
公
演
が
た

び
た
び
行
わ
れ
、
市
民
は
高
い
レ

ベ
ル
の
芸
術
に
身
近
に
触
れ
ら
れ

る
こ
と
を
喜
び
ま
し
た
。

　
ま
た
当
時
、
市
民
会
館
は
結
婚

式
場
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
多
く

の
カ
ッ
プ
ル
が
挙
式
し
ま
し
た
。

第 ３ 回

昭和４７年～５１年

地
蔵
ま
つ
り
が

３
日
間
に

　
例
年
８
月
　
・
　
日
に
行
わ
れ

２３

２４

て
い
る
地
蔵
ま
つ
り
で
す
が
、
昭

和
　
・
　
年
に
は
、
せ
っ
か
く
の

４７

４８

造
り
も
の
を
早
々
に
取
り
壊
す
の

は
も
っ
た
い
な
い
と
、
１
日
延
長

し
て
　
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

２５

　
期
間
が
延
び
て
催
し
物
も
多
彩

に
な
り
、
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
や

行
燈
パ
レ
ー
ド
等
の
珍
し
い
イ
ベ

ン
ト
に
多
く
の
市
民
が
参
加
し
ま

し
た
。

田、畑、宅地面積推移

昭和４８年：ダイヤモ
ンド賞の「曾我兄弟
の仇討」（本町６）

市民会館落成式の様子【熊本日日新聞】
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中
学
ス
ポ
ー
ツ
で
宇
土

勢
の
全
国
優
勝
相
次
ぐ

宇
土
城
跡（
西
岡
台
）

の
発
掘
調
査
始
ま
る

ひ
の
く
に
ラ
ン
ド
が

オ
ー
プ
ン

　
昭
和
　
年
３
月
、
花
園
町
に

５０

「
ひ
の
く
に
ラ
ン
ド
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
プ
ー
ル
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
ホ
ー
ル
等
の
入
る
日
本
一

の
ジ
ャ
ン
ボ
ス
タ
ジ
ア
ム
と
遊
園

昭和４７年１月【全国等】グアム島で旧日本兵横井庄一さんを保護
　　　　　２月【全国等】冬季オリンピック札幌大会開催

　　　　　３月【　宇　土　】網田小赤瀬分校を廃校し、本校へ統合

　　　　　５月【全国等】沖縄が本土復帰

　　　　　６月【　宇　土　】宇土市民会館が開館

　　　　　７月【全国等】田中角栄内閣成立

　　　　　８月【　宇　土　】宇土・富合清掃センター完成

昭和４８年３月【　宇　土　】網津小統合校舎が落成。網引分校を廃校し、本校へ統合
　　　　　４月【　宇　土　】老人ホーム芝光苑が落成

　　　　　６月【　宇　土　】築籠町に宇土市農協管理棟完成

　　　　　１０月【全国等】第１次オイルショック

　　　　　１１月【全国等】熊本市大洋デパート火災

昭和４９年３月【　宇　土　】宇土城跡（西岡台）の発掘調査開始
　　　　　４月【　宇　土　】宇城広域消防衛生施設組合がスタート

　　　　　１２月【全国等】三木武夫内閣成立

昭和５０年３月【全国等】山陽新幹線岡山－博多間が開通し、東京－博多間が全通
　　　　　３月【　宇　土　】花園町に「ひのくにランド」がオープン

　　　　　８月【　宇　土　】都市計画道路宇土中央線が開通

　　　　　１２月【　宇　土　】宇土市就業改善センター落成

昭和５１年３月【全国等】ロッキード事件発覚
　　　　　５月【　宇　土　】宇土市立図書館が開館

　　　　　８月【　宇　土　】広域火葬場「龍燈苑」が完成

　　　　　１２月【全国等】福田赳夫内閣成立

５０宇土市５０年のあゆみ

～５１年昭和４７年

　
昭
和
　
年
代
後
半
か
ら
　
年
代

４０

５０

に
か
け
て
ネ
ー
ブ
ル
オ
レ
ン
ジ
の

人
気
が
う
な
ぎ
登
り
と
な
り
、
特

に
東
京
な
ど
大
市
場
か
ら
の
注
文

が
殺
到
し
ま
し
た
。
皇
室
献
上
の

ネ
ー
ブ
ル
産
地
と
し
て
有
名
な
網

田
で
は
、
生
産
者
の
組
織
化
を
進

め
る
な
ど
し
て
網
田
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
に
努
め
ま
し
た
。

ネ
ー
ブ
ル
の

人
気
高
ま
る

人づくりに精魂を注いだ高徳の人
　宮田利七　氏　（明治１９年～昭和５２年）
　明治１９年上網田生まれ。氏子の衆望に応えて２１

歳のときに神職となり、翌年網田神社の宮司に就任。

以来、老齢で辞職するまで６０年の長きにわたり神

徳の高揚に努めました。その間、神社を人づくりの

場にしたいと始めた早起参拝は４０年間続き、多い

ときでは３００人を超える参加者が氏の講話に耳を傾

けました。また、社会教育委員や初代公民館長を歴

任し、終始人々の人格養成に尽力しました。この業

績により、宮内庁から名誉宮司の称号を県内で唯一

人贈られたほか、宮内大臣表彰など数多くの表彰を

受け、昭和４３年宇土市名誉市民に推挙されました。

★名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名誉市民の
　　横顔

　
昭
和
　
年
８
月
に
行
わ
れ
た
第

４９

５
回
全
日
本
中
学
生
軟
式
庭
球
選

手
権
（
女
子
）
で
、
網
田
中
の
田

端
・
加
悦
組
が
優
勝
、
中
学
日
本

一
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。
選

手
た
ち
は
宇
土
駅
前
か
ら
オ
ー
プ

ン
カ
ー
で
市
中
を
パ
レ
ー
ド
し
、

市
民
の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
翌
年
に
は
同
中
の
田
添
・
甲

斐
組
が
優
勝
し
て
連
続
全
国
制
覇

し
、
鶴
城
中
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
も
部
発
足
３
年
目
に
し
て
全
国

優
勝
を
飾
る
な
ど
、
宇
土
勢
が
大

活
躍
し
ま
し
た
。

昭和５０年：網田中女子庭球部優勝パレード

昭和４９年：発掘された柱穴群

　
昭
和
　
年
３
月
、
鶴
城
中
学
校

４９

の
移
転
計
画
に
伴
う
宇
土
城
跡

（
西
岡
台
）
の
発
掘
調
査
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
大
規
模
な
中
世

城
郭
跡
で
あ
る
と
と
も
に
、
全
国

で
も
珍
し
い
古
墳
時
代
前
期
の
首

長
居
館
（
豪
族
の
住
ま
い
）
で
も

あ
る
こ
と
が
判
明
。
文
化
財
と
し

て
の
重
要
性
か
ら
、
翌
年
、
遺
跡

と
し
て
保
存
整
備
す
る
こ
と
を
決

定
し
、
後
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鶴
城
中
は
現
在
地
に
改

築
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

地
に
加
え
、
宿
泊
施
設
も
備
え
た

総
合
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て
人
気

を
集
め
、
休
日
に
は
家
族
連
れ
な

ど
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

人気を集めた「ひのくにランド」

宇
土
市
立
図
書
館
が

開
館

　
昭
和
　
年
５
月
、
浦
田
町
に
市

５１

民
待
望
の
市
立
図
書
館
が
開
館
し

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
市
は
中
央

公
民
館
の
一
室
を
図
書
室
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
蔵
書
数
も
少
な
く
、

本
格
的
な
図
書
館
の
建
設
が
望
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
図
書
館

に
は
一
般
閲
覧
室
、
児
童
閲
覧
室

の
ほ
か
、
郷
土
資
料
の
展
示
室
も

設
け
ら
れ
、
大
和
市
長
は
当
時
の

「
広
報
う
と
」
の
中
で「
市
民
の
教

養
の
場
と
し
て
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ

し
い
、
県
下
随
一
の
市
民
図
書

館
」
で
あ
る
と
の
自
負
を
述
べ
て

い
ま
す
。
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暖
か
い
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、

公
園
や
運
動
場
で
体
を
動
か
す
人

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
一
方
で
、
外
に
出
る
の
が

お
っ
く
う
な
ま
ま
、
家
で
じ
っ
と

し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
今
は
介
護
が
必
要
で
な
く
て
も
、

そ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
で
い
る
と
、

い
ず
れ
は
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
年
齢

を
重
ね
る
と
、
長
年
の
習
慣
や
病

気
、
お
っ
く
う
さ
か
ら
少
し
ず
つ

生
活
圏
が
縮
小
し
、
い
つ
ま
で
も

元
気
で
い
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
ま
す
の
で
、
元
気
な
今
の
う

ち
か
ら
、
ご
自
身
の
生
活
機
能
を

維
持
す
る
た
め
に
、
運
動
や
体
操

な
ど
を
行
い
「
介
護
予
防
」
に
取

組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
少
し
前
の
デ
ー
タ
で
す
が
、
平

成
　
年
度
に
介
護
が
必
要
に
な
っ

１８
た
方
の
原
因
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

表
１
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
し

た
。

　
最
も
割
合
が
高
か
っ
た
精
神
・

神
経
系
疾
患
（
　
％
）
に
は
認
知

２６

症
、
う
つ
病
等
が
含
ま
れ
、
近
頃
、

認
知
症
が
原
因
で
新
規
申
請
す
る

　
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ

６５は
じ
め
ま
し
ょ
う
！
『
介
護
予
防
』

介
護
予
防
っ
て
な
に
？

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
骨
折
（
　１３

％
）
は
、
不
活
発
な
生
活
に
よ
る

心
身
機
能
の
低
下
が
原
因
と
い
わ

れ
、
不
活
発
な
生
活
を
続
け
て
い

る
と
寝
た
き
り
や
認
知
症
悪
化
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

表１　H１８年度新規申請原因疾患

楽しく参加できる介護予防教室（大坪団地）
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平
成
　
年
４
月
か
ら
　
月
に
新

１９

１２

た
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
申
請

し
た
人
は
２
９
３
人
。
そ
の
内
の

約
６
割
は
軽
度
（
要
支
援
１
、
２
、

要
介
護
１
）
の
方
で
す
。

　
地
区
別
に
見
る
と（
表
２
参
照
）、

発
生
率
が
高
い
上
位
３
地
区
は
、

轟
、
網
津
、
宇
土
の
順
で
、
発
生

率
が
最
も
低
い
地
区
は
、
花
園
と

い
う
結
果
で
し
た
。
認
定
割
合
を

見
る
と（
表
３
参
照
）、
網
津
地
区

で
は
、
軽
度
の
方
が
少
な
く
、
中

重
度
化
し
て
新
規
申
請
し
た
特
徴

が
う
か
が
え
ま
す
。

※
発
生
率
…
地
区
の
高
齢
者
人
口

に
占
め
る
当
該
地
区
の
新
規
申

請
件
数
の
割
合

　「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
と

は
、
生
活
機
能
が
低
下
し
て
い
な

い
か
を
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
出
来
る

全
国
共
通
の
判
定
シ
ー
ト
で
す
。

　
一
定
の
基
準
に
該
当
し
た
場
合
、

宇
土
市
の
介
護
予
防
事
業
の
参
加

候
補
者
に
な
り
ま
す
。
候
補
者
は
、

さ
ら
に
市
内
の
指
定
医
療
機
関
等

いつまでも住み慣れた地域で元気に暮らすために

で
生
活
機
能
評
価
を
受
け
、
医
師

が
介
護
予
防
事
業
に
参
加
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
判
定
し
た
場
合

は
、
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
表

４
）
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活

用
し
、
自
分
の
状
態
の
変
化
を
常

に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
介
護
予

防
の
第
一
歩
で
す
。

介
護
保
険
の

新
規
申
請
件
数（
地
区
別
）

し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、

介
護
予
防
の
拠
点

施
設
と
し
て
、
保

健
師
、
社
会
福
祉

士
、
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
、

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
結
果
で
気

に
な
る
方
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
い
た
だ
い

た

中

か

ら
、

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果

で
一
定
の
基
準
に

自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
！
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
元
気

生
活
度
を
判
定
（
Ｐ
７
）

　
宇
土
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓

口
と
し
て
平
成
　
年
７
月
に
誕
生

１８

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
が
気
に

な
る
方
は
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
を

該
当
し
た
方
を
、
生
活
機
能
評
価

の
受
診
に
つ
な
げ
、
そ
の
中
で
医

師
が
介
護
予
防
事
業
に
参
加
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
定
し
た
方

に
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

提
供
し
、
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
表
４
）
へ
の
参
加
を
お
勧
め
し

て
、
状
態
の
維
持
・
改
善
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
る
前
に

上
手
に
「
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
宇
土
市
の
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
表
４
）
は
、
一
人
ひ
と
り
の

生
活
機
能
に
着
目
し
、
そ
こ
を
強

化
す
る
こ
と
で
、
要
介
護
に
な
る

こ
と
を
予
防
し
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に
、
趣
味

や
生
き
が
い
、
友
人
や
家
族
と
の

生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
市
内
の
３
カ
所
で
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ

き
、
き
め
細
や
か
に
楽
し
く
指
導

し
て
い
ま
す
。

〔
参
加
期
間
〕
３
カ
月
間
（
週
１

回
：
計
　
回
）

１２

〔
利
用
料
〕
１
回
３
０
０
円（
送
迎

有
：
片
道
１
０
０
円
）

開催場所支援が必要な高齢者向け（特定高齢者）介護予防プログラム

①あさひコート（水）午後

②景雅苑（水）午前

③ケアセンター

　みどりかわ（木）午前

※開催曜日や時間帯が変更に

なる場合があります。

※参加者が一定数集まり次第

開催します。

認知症予防・支援等
　認知症予防に関

心の高い人や、軽

度の認知症の人に、

認知症機能訓練を

行います。

口腔機能の向上
　歯科衛生士等が、

口腔内の健康を保

つための指導や、

えん下機能を向上

させる訓練を行い

ます。

栄養改善
　管理栄養士等が、

低栄養や疾病を予

防するため、食事

内容や調理方法な

どの指導を行いま

す。

運動器の機能向上
　機能訓練指導員

等が、筋力トレー

ニング、ストレッ

チ、バランス運動

などの指導を行い

ます。

表４

表２

表３
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地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
中
心
と

し
て
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

結
果
で
お
元
気
だ
っ
た
方
々
が
、

介
護
予
防
教
室
に
参
加
さ
れ
て
お

り
、
介
護
予
防
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。　

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
開
催
し
た

介
護
予
防
教
室
を
地
域
の
高
齢
者

が
自
主
的
に
介
護
予
防
に
取
り
組

む
「
お
元
気
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）」
と

し
て
、
地
域
全
体
に
広
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
お
元
気
ク
ラ
ブ

で
は
、
ご
近
所
の
高
齢
者
が
気
軽

に
集
い
、
楽
し
み
な
が
ら
、
介
護

予
防
を
習
慣
化
さ
せ
、
い
つ
ま
で

も
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
介
護

予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
と
も
に
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
自
分
が
住
む
地
域
に
「
お
元
気

ク
ラ
ブ
」
を
作
り

た
い
、
自
主
的
に

介
護
予
防
に
取
り

組
み
た
い
と
い
う

方
（
地
域
）
は
立

ち
上
げ
ま
で
を
ご

支
援
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
市
保
険

課
介
護
保
険
係
ま

で
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

広
が
っ
て
い
ま
す

「
介
護
予
防
の
輪
」

平成１９年度に開催した地区等
元気な高齢者向け（一般高齢者）

介護予防教室

（宇土）宇土老人センター、大坪団地

（花園）曽畑、デイサービスはなぞの

（走潟）北走、（緑川）城塚

（網津）網津公民館、馬門、平原

（網田）網田公民館、浦小松

　介護予防の知識や技術の普及を

目的に、体力測定、ストレッチ・筋

力アップ体操、認知症予防トレー

ニングなどを行っています。

○宇土・花園・轟・走潟

　（担当：あさひコート）

○緑川・網津・網田（担当：景雅苑）

このほか、地域包括支援センターでは、介護予防出前講座（講話や寸劇）を

行っていますので、老人クラブの会合やいきいきサロン等でご活用ください。

問い合せ先　市保険課介護保険係　緯鰻１１１１（内線２１５１）　市地域包括支援センター　緯厩１５５５

　地域でもっと介護予防の輪を広

げるためには、地域のみなさんの

ご協力が何より必要です。

　介護予防の宣伝隊として、また

お元気クラブのスタッフとして、

介護予防事業をサポートして頂け

る方を募集します。

　７月に４回コースで養成講座を

開き、全コース出席された方を

「介護予防サポーター」として認

定します。

　詳しい募集要領は広報うと５月

号でお知らせします。

霞

我

俄

牙

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

峨
峨
峨
峨

峨
峨
峨
峨

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防サササササササササササササササササササササポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーータタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー介護予防サポーターをををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままま募集しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業ににににににににににににににににににににに参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加しししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方介護予防事業に参加した方のののののののののののののののののののののの声声

宮下武次さん（網津町）
【介護予防教室に参加して】今年２月から網津公民館で週１回開いています。きっかけは、荒尾市の老人会が行う体
操を見学しに行ったら、皆さんがとてもイキイキされ、足や腰の痛みが和らぎとても元気になったと聞いたため、

自分たちの地域でもぜひ取り入れて、みんなが元気になればと思ったからです。参加者は網津地区に住む高齢者で、

多くの人が足や腰の痛みを抱えています。教室では、ストレッチや筋力アップ体操、歌を歌って頭の体操などをし

ています。指導されるケアセンターみどりかわの吉野さん（看護師）は、とても丁寧にやさしく教えてくれます。

今後も続けて行けたらいいなと思います。

藤芳輝子さん（三拾町）
【介護予防プログラムに参加して】地域包括支援センターから、説明においで
いただき、不安な思いで参加を申し込みました。自分にできるのかしらと思っ

ていましたが、１月９日（１回目）、車で迎えにきていただき、スタッフの浦本

先生から明るい笑顔で「藤芳さん」と声をかけていただいたとき、何か不安が

振り切れ、いそいそと車に乗せていただき、あさひコートに行きました。

　あさひコートでは、２時間（毎回）健康体操と健康予防について講義・面接等分かりやすく説明してくださいまし

た。老人の体力に気を配りながら、先生方のご指導をいただき、回を重ねるごとに楽しくできるようになりました。

　紫垣先生の早口言葉や「グー・チョキ・パ」の手指の動きも脳トレに良いそうで、皆さんと笑いの中で私もやっ

とついて行くことができました。また、脳トレで計算・漢字・記憶・クロスワード問題等、学生時代に若返った気

分で一生懸命考えることもでき、家にいても字引を引いたりと毎日、楽しく過ごすことができました。

　何だか、３カ月がアッという間に終りました。勉強したことを今後の生活に活用し、先生方のご恩に報いたいと

思います。ありがとうございました。

塚崎満澄さん（松原町）
【介護予防教室に参加して】私が所属する大坪団地老人クラブでも今年２月か
ら介護予防教室を再スタートさせました。昨年の夏にも一度開催しており、網

津公民館と同様、先進地の荒尾市を見学し、みなさんのイキイキした姿に元気

を貰ったことが再スタートのきっかけです。今後は、今年中に宇土地区の各単

位老人クラブのリーダーを集め介護予防教室を開き、そこで学習したことを、

地域に戻って広げてもらいたいと考えています。
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質　　問　　事　　項

　１　バスや電車で１人で外出していますか

　２　日用品の買い物をしていますか

　３　預貯金の出し入れをしていますか

　４　友人の家を訪ねていますか

　５　家族や友人の相談にのっていますか

　６　階段を手すりや壁をつたわらずに登っていますか

　７　椅子に座った状態から何にもつかまらずに立ち上がっていますか

　８　１５分位続けて歩いていますか

　９　この１年間に転んだことがありますか

１０　転倒に対する不安は大きいですか

１１　６カ月間で２～３ｋｇ以上の体重減少がありましたか

１２　身長　　　唖　体重　　　茜　（ＢＭＩ※　　　　　　　）
　　※ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）が１８．５未満の人は『はい』

　　例）体重４０㎏、身長１５０ｃｍの人：ＢＭＩ＝４０÷１．５÷１．５＝１７．８

１３　半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

１４　お茶や汁物等でむせることがありますか

１５　口の渇きが気になりますか

１６　週に１度は外出していますか

１７　昨年と比べて外出の回数が減っていますか

１８　周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると言われますか

１９　自分で電話番号を調べて，電話をかけることをしていますか

２０　今日が何月何日かわからない時がありますか

２１　（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない

２２　（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった

２３　（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる

２４　（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない

２５　（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする

基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリススススススススススススススススススススス基本チェックリストトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
いつまでも住み慣れた地域で元気に暮らすために

※色付　　　　　部分のチェックの数が「基準」以上の場合は、介護予防事業の対象に

なり、「介護予防プログラム」に参加できる可能性がありますので、地域包括支援セン

ターに相談ください。

１
〜　

番
の
う
ち

２０合
計　

個
１０

運
動
器
機
能

３
個

栄
養
状
態

２
個

口
腔
機
能

１
個

閉
じ
こ

も
り
　

番
１６

認
知
症

１
個

う
つ
傾
向

２
個

色付
チェック数

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

□いいえ□　はい

いずれかに
チェック

基
準
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　『心ゆたかな環境創造の宇土市』をめざし、市では市環境基本条例

制定やＩＳＯ１４００１の取得など環境重視の政策を行っています。市民

の皆さんと一緒に環境問題について共通の理解を深めるために、今号

はエコライフ計画書と年次報告書（環境白書）についてお届けします。

問い合せ先　市環境課環境政策係　緯鰻１１１１（内線２８２１）

　
今
、
地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層

の
破
壊
、
森
林
の
減
少
、
熱
帯
林

の
減
少
、
生
物
多
様
性
の
低
下
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
球
規
模
で
の

地
球
・
自
然
環
境
問
題
や
ご
み
問

題
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
４
年
に

リ
オ
・
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
、「
環
境

と
開
発
に
関
す
る
国
際
会
議
（
地

球
サ
ミ
ッ
ト
）」
が
開
催
さ
れ
、

各
国
政
府
の
環
境
及
び
開
発
政
策

に
関
す
る
国
際
的
な
取
り
決
め
が

宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

　
年
２
月
　
日
に
は
、
二
酸
化
炭

１７

１６

素
（
C
O
２
）
な
ど
６
つ
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
義
務
な
ど

定
め
た
京
都
議
定
書
が
発
効
さ
れ

て
い
ま
す
。

エ
コ
ラ
イ
フ
計
画

地
球
環
境
保
全
の
世
界
の
動
き

　
市
で
は
、
平
成
　
年
に
市
の
環

１４

り
環
境
基
本
計
画
は
、
あ
く
ま
で

も
行
政
目
標
の
指
針
で
あ
る
た
め
、

家
庭
で
の
目
標
と
な
る
エ
コ
ラ
イ

フ
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
書
は
、
市
民
の
生
活

ス
タ
イ
ル
の
指
針
と
な
る
も
の
で

す
。
エ
コ
ラ
イ
フ
を
簡
単
に
い
う

と
「
地
球
に
や
さ
し
い
生
活
を
す

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち

の
日
常
生
活
が
、
自
然
や
環
境
に

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
て
、
今
ま
で
の
生
活
ス
タ
イ
ル

を
「
地
球
に
や
さ
し
い
生

活
ス
タ
イ
ル
」
へ
見
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
計
画
書

に
は
、
地
球
環
境
を
守
る

た
め
に
日
常
生
活
か
ら
で

き
る
取
り
組
み
を
「
４
つ

の
目
標
」
と
「
　
の
基
本

１０

施
策
」
と
し
て
定
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
家
庭
で
取

り
組
み
を
お
こ
な
う
た
め

の
　
の
基
本
施
策
に
基
づ

１０
い
た
「
エ
コ
ラ
イ
フ
取
り

組
み
チ
ェ
ッ
ク
表
」
や
温

室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸

化
炭
素
が
換
算
で
き
る

「
環
境
家
計
簿
」
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ご
み
の
出
し

方
を
記
載
し
た
「
ご
み
出

市
の
活
動

エ
コ
ラ
イ
フ
計
画
の
必
要
性

し
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
改
訂
版
」
や
市

民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
市
の
情
報
で
あ
る
「
暮
ら
し
の

情
報
生
活
ガ
イ
ド
」
を
併
せ
て
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
見
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
書

を
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

表
紙
の
「
我
家
の
エ
コ
目
標
」、
裏

面
の
「
環
境
家
計
簿
」
や
「
エ
コ

ラ
イ
フ
取
り
組
み
チ
ェ
ッ
ク
表
」

に
取
り
組
む
な
ど
、
で
き
る
こ
と

か
ら
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

４つの目標と１０の基本施策

チェック表と環境家計簿

境
創
造
を
都
市
づ
く
り
の
基
本
理

念
と
定
め
た
環
境
基
本
条
例
を
制

定
。
平
成
　
年
に
は
、
こ
の
条
例

１６

に
基
づ
き
環
境
基
本
計
画
を
将
来

像
「
次
世
代
に
責
任
の
持
て
る
地

域
環
境
を
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
　

宇
土
市
」
と
し
て
策
定
し
、
市
民
、

事
業
者
や
民
間
団
体
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
ご
協
力
の
も
と
環
境
保
全

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
条
例
の
規
定
の
と
お
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市
で
は
、
平
成
　
年
に
環
境
基

１４

本
条
例
を
制
定
し
、
平
成
　
年
に

１６

こ
の
条
例
に
基
づ
き
市
環
境
基
本

計
画
を
策
定
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
環
境

基
本
条
例
第
　
条
に
｢
市
長
は
、

２２

基
本
計
画
等
の
適
正
な
進
行
管
理

を
図
る
た
め
、
環
境
の
状
況
、
環

境
の
保
全
及
び
創
造
に
関
し
て
講

じ
た
施
策
等
に
つ
い
て
年
次
報
告

書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
と
規
定
し
て

い
ま
す
。

　
年
次
報
告
書
は
、
環
境
基
本
条

例
で
環
境
基
本
計
画
の
進
行
管
理

を
図
る
上
で
作
成
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

年
次
報
告
書
（
環
境
白
書
）

年
次
報
告
書
（
環
境
白
書
）
と
は

　
年
次
報
告
書
の
構
成
に
つ
い
て

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
全
９
章
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
１
章
の
市
の
概
要
に
始
ま
り
、

第
２
章
か
ら
第
６
章
ま
で
は
、
国

（
環
境
省
）
お
よ
び
熊
本
県
が
策

定
し
て
い
る
環
境
白
書
の
構
成
・

内
容
を
参
考
に
し
、
市
の
環
境
の

状
況
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
第
７
章
か
ら
第
９
章
ま

で
の
３
つ
の
章
を
宇
土
市
の
重
点

項
目
と
し
て
構
成
し
て
お
り
、
他

の
自
治
体
の
環
境
白
書
と
の
違
い

を
出
し
て
い
ま
す
。

　
第
７
章
の
廃
棄
物
処
理
で
は
、

市
が
他
の
自
治
体
に
比
べ
、
先
進

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
廃
棄
物
行

政
に
関
し
て
報
告
し
て
お
り
、
ご

み
処
理
の
状
況
を
始
め
、
ご
み
の

再
資
源
化
を
目
的
と
し
た
資
源
ご

み
の
分
別
収
集
や
燃
え
る
ご
み
の

年
次
報
告
書
の
構
成
と
特
徴

　
ま
た
、
市
の
環
境
の
状
況
や
環

境
基
本
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
て

い
る
環
境
施
策
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
、
市
民
等
へ
知
ら
せ
る

た
め
に
重
要
な
報
告
書
で
す
。

　
年
次
報
告
書
は
、
環
境
課
ま
た

は
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
の
閲
覧
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
う
と
｢

環
境
シ
リ
ー
ズ
｣
に
掲
載
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
へ
幅
広
く
公
表
し
て

い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
市
の
環
境

に
つ
い
て
の
関
心
を
深
め
て
い
た

公
　
表

減
量
化
を
図
る
た
め
の
生
ご
み
の

分
別
収
集
等
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
第
８
章
の
地
球
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
で
は
、
平
成
　
年
に
認

１５

証
を
取
得
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
実
施

し
て
い
る
地
球
温
暖
化
防
止
等
の

環
境
問
題
へ
の
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
第
９
章
の
環
境
行
政
で
は
、
年

次
報
告
書
策
定
の
目
的
で
あ
る
環

だ
き
、
環
境
施
策
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
次
号
の
環
境
シ
リ
ー
ズ

か
ら
こ
の
年
次
報
告
書
の
第
１
章

か
ら
第
６
章
の
概
要
、
第
７
章
廃

棄
物
処
理
、
第
８
章
地
球
環
境
問

題
へ
の
取
り
組
み
や
、
第
９
章
環

境
行
政
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
公

表
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

境
基
本
計
画
の
環
境
施
策
の
進
行

管
理
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

第１章　宇土市の概要

市の位置や人口推移、産業構造等市の概況について記載しています。

第２章　公害

公害に関する概要を｢典型７公害｣とそれ以外に分け、苦情の状況や、公

害防止協定等の締結状況について記載しています。

第３章　大気汚染

大気汚染に係る環境基準である９つの物質およびダイオキシン類に係る

環境基準と、それに基づく市での測定結果について記載しています。

第４章　水質汚濁

水質に関する環境基準と、市で実施している河川水の水質調査及び熊本

県と市が実施している地下水水質調査の結果について記載しています。

第５章　騒音・振動

騒音および振動に係る環境基準と、特定施設・特定建設作業の届出状況

について記載しています。

第６章　悪臭、土壌汚染、化学物質

悪臭に関する県規制状況、土壌汚染に係る環境基準について記載してい

ます。

第９章　環境行政

環境基本計画の概要と、本報告書の目的である環境基本計画に掲げてい

る環境施策の進捗状況について記載しています。

第８章　地球環境問題への取り組み

ISO１４００１への取り組み状況を始め、環境学習講座実績及び環境に関す

る活動等地球温暖化防止について記載しています。

第７章　廃棄物処理

市が他の自治体より先進的に取り組んでいる廃棄物行政に関して報告し

ており、ごみ処理の状況や分別収集の状況等と合併浄化槽の設置状況に

ついて記載しています。

市の重点項目（３つの章）

年 次報告書の構成

環 境 シ リ ー ズ
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問い合せ先　市民課市民年金係　緯鰻１１１１（内線２１６１・２１６２）網田支所緯閏１１１１　網津支所緯厩３２１１

平成２０年５月１日、戸籍法・住民基本台帳法の一部改正によって、窓口での戸籍届出及び戸籍・住民票等の

証明書発行・住民異動届出の際、本人確認を厳格化し、なりすましの防止を図ります。

本人確認が必要な手続き
・住所変更届　（転居届・転入届・転出届・世帯変更届

など）

・住民票の写し・戸籍の証明・印鑑登録証明書・印

鑑登録など

・戸籍の届　（婚姻・離婚・養子縁組・養子離縁など）

※出生届・死亡届・家裁の許可書・謄本の添付され

たものを除く。

本人確認のためにご提示いただくもの（窓口に来られた方を確認するため）
１．顔写真付きの身分証明書（住民基本台帳カード、運転免許証、パスポー

ト、身体障害者手帳、外国人登録証明書などの官公署が発行した顔

写真付きの身分証明書）

２．顔写真貼付の身分証明書がない場合（健康保険証、年金手帳、銀行な

どの預金通帳、社員証、学生証などといくつか質問をさせていただ

きます）

※代理人の届・申請の際は、委任状が必要となります

　平成２０年４月１日から平成２３年３月３１日までの新規申請による住民基本台帳カードの交付手数料が無料と
なります。ただし、電子証明書は、従来どおり手数料５００円が必要です。

Ｑ．本人確認とは？
Ａ．宇土市では、虚偽の請求や届出を防止し、
市民の皆さまの大切な個人情報を保護する

ため、証明書の交付や異動届等の提出の際

に手続きに来られた方が、その人本人であ

ることを確認しています。

　　窓口に来られる際には、免許証等の身分

証明書をお持ちください。

Ｑ．その他に法律が改正された点は？
Ａ．不正な手段で他人の証明書を取得した者
に対しては、新たに刑罰が科されることに

なります。

Ｑ．具体的にどのように厳しくなるの？
Ａ．他人の証明書を取得するには、自分の権
利を行使したり、自分の義務を履行したり

するために証明書が必要な場合や、国また

は地方公共団体の手続に証明書が必要な場

合など、正当な理由がある場合に限ること

になります。そして、そのような正当な理

由があることを、請求書に詳しく記載する

ことが必要となります。さらに、代理人や

使いの方が請求する場合は、代理権限等の

確認も行うことになります。

Ｑ．今回の法改正によって、窓口でのルール
のどのような点が変わるの？

Ａ．大きくは２つです。１つは、住所異動や
戸籍の届出の際や、証明書を取得する場合

の本人確認（窓口に来られた方について、

運転免許証や写真付きの住民基本台帳カー

ドなどの書類の提示を受けます）などが法

律上のルールになるということです。（※宇

土市では、すでに本人確認を実施していま

す）もう１つは、証明書を取得する要件や

手続きなどが厳しくなるということです。

Ｑ．証明書を取得する要件や手続などを厳し
くするのは、どうして？

Ａ．証明書には、住所の異動や結婚したこと
や離婚したことなどの個人情報が記載され

ていますから、他人に不正に取得されない

ようにする必要があります。ところが、最

近、不正に他人の証明書を取得するという

事件が発生しています。そこで、記載され

た個人情報を保護するため、証明書を取得

する要件や手続などを厳しくすることとし

たのです。

※住民基本台帳カードは、本人確認出来る書類が、官公署発行の顔写真付き身分証明書でない場合、即日の交付がで

きません。住民基本台帳カードを交付するまで、日数がかかりますので、ご了承ください。また、原則として本人

による申請・およびカードの受け取りとなっています。

　高度な安全確保機能をもつICカードで、申請に基づ

いて市役所（本庁）で発行します。住民基本台帳カード

には、顔写真付（氏名、住所、生年月日、性別が記載）

と、顔写真なし（氏名が記載）の２タイプがあります。

　顔写真付きの住民基本台帳カードを取得すれば、公的

な身分証明書として利用できます。

申請に必要なもの
認めの印鑑、本人確認が出来る書類（免許書・パスポー

ト・年金手帳・保険証等）

※顔写真付の場合　写真１枚　縦４．５唖×横３．５唖（交付申

請書の申請６カ月以内に撮影した無背景・無帽の写真）

　利用者に「電子証明書」を交付し、他人による、なり

すまし申請や通信途中での改ざんなどを防ぐための機能

を提供するものです。

　電子証明書は、他人に不正使用されないよう窓口にて

住基カードに記録されます。

電子証明書の取得に必要なもの
住民基本台帳カード、認めの印鑑、本人確認ができる書

類（運転免許証・パスポート・年金手帳・保険証等。但

し住民基本台帳カード（顔写真入）をお持ちの方は不要

です）、手数料５００円

住民基本台帳カードとは？ 公的個人認証サービスとは？

市民課からのお知らせ

～５月１日から窓口での法律上のルールが変わります～５月１日から窓口での法律上のルールが変わります～～
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ねんきんは、人生の節目ごとに届出が必要です概
ライフスタイルによって、国民年金の加入の仕方が変わることがあります。結婚や就職、転職、退職など人生の節目

には、その都度「届出」が必要となります。

年金に関する問い合せ先　熊本東社会保険事務所　緯０９６（３６７）２５００
　　　　　　　　　　　　市民年金係　緯鰻１１１１（内線２１６５・２１６６）

国民年金からのお知ら国民年金からのお知らせせ

届出先どうする？こんなとき
市役所市民課・各支所へ第１号被保険者の資格喪失の手続きをする。会社に就職したとき

市役所市民課・各支所へ国民年金に加入の手続きをする。（被扶養配偶者も同様）会社を退職したとき

配偶者の勤務先へ第３号被保険者への種別変更の手続きをする。配偶者の扶養になったとき

市役所市民課・各支所へ第１号被保険者への種別変更の手続きをする。配偶者の扶養からはずれたとき

配偶者の新しい勤務先へ第３号被保険者になる手続きをする。配偶者が就職したり、会社をかわったとき

※手続きの際は、添付書類が必要な場合があります。事前に熊本東社会保険事務所か市役所市民課にご確認ください。

国民年金保険料の一部の納付（一部免除）が承認された方
　国民年金保険料を一部納付（3/４納付、半額納付、1/４納付）が承認された

方は、後日一部納付用の納付書が送付されますので、その納付書で納付して

ください。この保険料を納めないと、「未納期間」となり、老後に受け取る年

金（老齢基礎年金）や障害・死亡のときの年金（障害基礎年金・遺族基礎年

金）を受けられない場合がありますので忘れずに必ず納付してください。

残りの一部保険料を納めな
いと未納期間になります

○一部免除期間（一部納付した場合に限る）や全額免除期間は、年金受給に必要な期間（２５年）に算入されますが、

老齢基礎年金の額を計算する場合は、１／３～５／６に減額されます。

○年金の減額を防ぐには１０年以内に追納（免除された部分の保険料をあとから納付すること）すれば大丈夫です。

○追納をする場合、保険料免除等の承認を受けてた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を追納すると、

当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

ねんきん特別便が送られています
基礎年金番号に結びついていない「宙に浮いた」年金記録約５,０００万件の持ち主を探すため、昨年１２月から「ねんき

ん特別便」が送られています。以下は、一つの記載例です。「ア」「イ」「ウ」の見方を参考に「ねんきん特別便」が届

きましたらご自身の年金記録に記載もれや誤りがないかをご確認のうえ、必ず手続をお願いします。

記録の確認は３つの方法で
①社会保険事務所で
　［受付時間］

　○月～金曜日：午前８時３０分～午後５時１５分

　○第２土曜日：午前９時３０分～午後４時

　相談窓口延長および休日の相談窓口開庁について

は、施設の状況により実施できない場合があります

ので、来庁される前には、電話（熊本東社会保険事

務所緯０９６（３６７）２５００）または、社会保険事務局

ホームページ（http://www.sia.go.jp/̃ kumamoto/）
等で事前に確認してください。

②お電話で
　「ねんきん特別便専用ダイヤル」緯０５７（０５８）５５５

　※ＩＰ電話、ＰＨＰからは　緯０３（６７００）１１４４

③インターネットで（ユーザーＩＤ．パスワード）
　現役加入者の方は、社会保険庁ホームページから、

ユーザＩＤ、パスワードをお取りいただければ、同

ホームページでいつでもご自身の年金加入記録をご

覧いただけます。

注意　「ねんきん特別便」に関して、ＡＴＭの操作
をお願いすることはありません。

社会保険事務所から出張年金相談の日程

　熊本東社会保険事務所の職員が年金相談・ねんきん特別便

および手続に関する出張相談を行っています。

期日　４月１５日（火）、５月２０日（火）、６月１７日（火）

時間　午前１０時～午後３時

会場　宇土市役所　福祉センター　２階
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★　ぴょんぴょんひろば（幼児サークル）　★
　親子で楽しく歌遊びや製作等を楽しみ、子どもさん

の友だちづくりのお手伝いをします。

日　時　毎週火･木曜日　午前１０時～午前１１時
対象者　平成１６年４月２日～平成１８年４

月１日生まれとその保護者（１５組

の２クラス）

初回手数料　５００円

平成２　０年度児童センターサークル生募集

＊各サークル申込みは、４月２０日（日）午前９時か

ら、ぴょんぴょん広場・リトミックは午前９時３０

から、先着順に受付けをし各サークルとも定員に

なり次第締切ります。

＊本人または家族以外の方の申込は、お断りします。

＊各サークルは５月７日（水）から始まります。受

講料は半年分（３,０００円）の前納となります。

＊第１日曜・毎週月曜日と金曜日午後・祝日は休館

日となりますので，問い合せは休館日以外にお願

いします。

★　 ハローフレンズ　 ★
　親子でふれあいながら英会話や歌を一緒に楽しみま

しょう。

日　時　毎週水曜日　午後２時～午後３時
　　　　（第１・３水曜日と第２・４水曜日の２クラス）

対象者　平成１４年４月２日～平成１６年４月１日生ま
れとその保護者（１５組の２クラス）

受講料　１カ月　５００円

★　楽しく英語そろばん　★
　英語の読み上げそろばんで計算します。脳をパワー

アップし、集中力を養います。

日　時　毎週土曜日　午前１０時～午前１１時
　　　　（第１・３土曜日クラスと第２・４土曜日クラス

の２クラス）

対象者　小学生２０人の２クラス
受講料　１カ月　５００円

問い合せ先　市児童センター　緯姥３３０３

児童センターはいつも頑張る子のファンです。 児童センターはいつも頑張る子のファンです。 

★　 手 芸 ･ 手 遊 び　 ★
　お友だちと編物やオリジナルのマスコット作りを楽

しみましょう。

日　時　毎月第２・４土曜日　午後１時３０分～午後３時
対象者　小学生　１５人
受講料　１カ月　５００円

★　 リ ト ミ ッ ク　 ★
　音楽を通しての親子のふれあい、音楽、楽器を習う

まえのファーストステップです。

日　時　毎月第２・４金曜日　午前１０時～午前１１時
対象者　平成１６年４月２日～平成１８年４

月１日生まれとその保護者（１５組

の１クラス）

受講料　１カ月　５００円

児児児児児児児児児童童童童童童童童童セセセセセセセセセンンンンンンンンンタタタタタタタタターーーーーーーーーにににににににににあああああああああつつつつつつつつつまままままままままろろろろろろろろろ児童センターにあつまろうううううううううう

★　ジョイ・ストリート　★
　子どもたちに大人気のストリートダンスを楽しみます。

日　時　毎月第２・４土曜日　午前９時～午前１０時３０分
対象者　小学生２０人の１クラス
受講料　１カ月　５００円

★　チャレンジ・キッズ体育教室　★
　楽しく動いて、遊んで、みるみる運動好きになる。

日　時　毎月第１・３土曜日　午前１０時３０分～正午
対象者　小学生１５人の１クラス
受講料　１カ月　５００円

１０：００　ワクワクミニスポーツ体験

　　　　（スポーツ体験者先着３００人に参加賞）

１１：００　UTOレンジャーとあそぼう

１１：３０　食バザータイム（かき氷・ポップコーン）

１３：００　リサイクル工作　（牛乳パック再利用）

１４：００　宇土ハーモニカ同好会によるコンサート

１４：３０　お話会

１６：００　終了

こどもの日は今年も児童センターで鎧

こどもワクワクまつり開催
日時　５月５日（こどもの日）　
　　　午前１０時～午後４時

場所　児童センター全館

市児童センターどんぐりくらぶ
会　員　募　集

「どんぐりくらぶ」って？

○子どもたちと楽しむ遠足・子育

てサークル・もちつき会

○子どもたちの安全を考えての公

園点検・交通安全の啓発

○子育て講演会

○児童センターの催し物の手伝い

○会員親睦を目的とした手芸・料理教室などを会員で

話し合いながら企画運営しているボランティア団体

です。

　子どもたちが年齢、校区枠を超えて楽しく遊ぶ姿を

見ながら、会員同士がたくさんの情報交換ができる

ことが魅力です。ぜひ、一緒に活動しましょう！

★ ０歳から１８歳までのお子様をお持ちの方が対象と

なっています。

※年会費１,０００円（別に保険料として、大人１９０円・小人１８０円）

※ 児童センター事務室にて随時手続きしています。
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○ 婚姻したとき

○ 内縁関係・男性との同居等、事実上の婚姻関係となったとき

　 ※ 同居でなくても頻繁に定期的な訪問・生活費の援助がある場合など

○ 国民年金、厚生年金、共済年金等の公的年金、(例)遺族年金、障害年

　金、老齢年金などを受けることができるようになったとき

○ 対象児童を監護（養育）しなくなったとき

○ 児童が父親と生計を同じくするようになったとき　など

児童扶養手当の一部支給停止(減額)措置が行われま児童扶養手当の一部支給停止(減額)措置が行われますす

児童扶養手当受給者の皆さまへ

平成２０年４月分から、児童扶養手当の一部支給停止(減額)措置が行われます。

手当が一部支給停止の対象となる方は手続きが必要となります。

一部支給停止措置とは？

　平成１５年４月の法改正により、従来の「児童扶養手当中心の経済的支援」から「就業・

自立に向けた総合的な支援」への転換が図られ、その一環として児童扶養手当については、

離婚時における生活の激変を緩和するための給付へと位置づけが見直されました。

　よって、受給期間が５年を超える受給者等の中で、就業意欲が見られない方に対し、支

給額の２分の１を支給停止にすることになります。

一部支給対象者は？

【１】平成１５年４月１日現在で受給しておられる方

　　平成２０年４月分の手当額から減額対象となります。

　　ただし、平成１５年４月１日時点に３歳未満の対象児童がいた方は、対象児童が３歳に

なった日から５年を経過したときの翌月(８歳になった翌月)から減額の対象となります。

【２】【１】以外の方

　　「支給開始月の初日から５年」又は「支給要件に該当するに至った月の初日から７年」のいずれか早い日の

　属する月の翌月から減額の対象になります。

　　ただし、認定請求をした日に３歳未満の対象児童を監護養育している方は、対象児童が、３歳達した日か

ら　起算して５年経過したときの翌月から減額の対象となります。

一部支給停止措置を受けないためには（受給を継続するには）？

　次の事項に該当し、期限内に『児童扶養手当一部支給停止適用除外事由届出書』および関係書類（※）を市

福祉課へ提出（郵送可）し認定された場合は、今までと同様に手当を受給することができます。

　虚受給者が、就業している又は求職活動等の自立に向けた活動を行っている場合　

　許受給者が、一定の障がい状態にある場合

　距受給者が、負傷・疾病その他の事由により就業することが困難である場合

　鋸受給者の児童・親族が、一定の障がい等の状態により、介護のために就業することが困難である場合

　　※関係書類　⇒　雇用証明書、自営業従事申告書、求職活動等申告書、診断書等

　　注）社会保険証、賃金支給明細書および障がい者手帳等で確認できる場合は、そちらをご持参ください。

一部支給停止措置の対象になる方には…

　５年等経過月を迎える受給者には、対象月の先々月に『児童扶養手当の受給に関する重要なお知らせ』が送

付されますので、ご確認いただき、期限内に書類の提出等必要な手続きを行ってください。

　なお、書類の提出をされなかった方は、支給額の２分の１を支給停止することになりますので、必ず手続き

を行ってください。

受給資格がなくなる場合
以下のような場合には、手当を受けることができませんので、早急に届出

が必要です。

連絡先・提出先　市福祉課　子育て支援係　緯鰻１１１１（内線２８１３）

　届出をせず、手当を受けた場合

は、資格がなくなった月の翌月分

からの手当を全て返還してもらい

ますのでご注意ください。

　偽りその他不正な手段により手

当を受けた場合、３年以下の懲役、

または３０万円以下の罰金に処せ

られます。
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タウン　トピックス
　３月１日から３日まで、ミニ鳥居で知られる粟嶋神社（新

開町）で春季大祭が開催され、市内外から家族連れや女性

グループなど多くの参拝客が訪れました。

　同神社の境内にある高さ・幅ともに約３０センチのミニ鳥

居は、くぐり抜けると足腰の病気や婦人病、安産などにご

利益があるといわれています。

　同日は、多くのアマチュアカメラマンも訪れており、ミ

ニ鳥居をくぐり抜ける子どもや女性などを被写体にシャッ

ターを切っていました。

無病、安産を願い
蒲粟嶋神社大祭

ミ
ニ
鳥
居
く
ぐ
り
に
挑
戦

　３月２０日、網田焼の里資料館（上網田町）で春まつり

が開催され、約２００人の来館者で賑わいました。

　同まつりでは、同館にある江戸時代の情緒ただよう中

園邸で伝統文化宇土茶・華道子ども教室の皆さんが茶会

を開催。子どもたちは真剣な表情でお茶を 点 て、参加者
た

に振舞いました。

　また、熊本県立装飾古墳館職員の指導による火おこし

や縄文ドングリクッキー作り、八代市立博物館の福原透

さんが「江戸の華～藩窯網田磁器の世界～」と題して講

演しました。また、宇土の焼物展示・即売会も行われ、

来館者は網田の休日を満喫しました。

　同館では、肥後細川藩から拝領した 裃 、武具、日用品
かみしも

など数多くの民俗資料や網田焼の 白磁 ・染付、関係古文
はくじ

書、網田地方の歴史資料などをみることができます。

情緒ただよう雰囲気の中で
蒲網田焼の里資料館春まつり

伝統文化宇土茶・華道子ども教室の皆さん

古代の方法で火おこし
を体験

　３月２６日、走潟小学校（五島靖士校長）屋内運動場（体

育館）で体育館落成「感謝」式が行われ、同校児童を含む

学校関係者や地域住民等が参加しました。

　同校の体育の授業等では、校舎から離れている地区体育

館を利用していましたが、授業の移動や雨天時等に不便

だったため、校舎に隣接した体育館（延べ床面積１,０７１㎡）

を新たに建設しました。

　感謝式では、田口信夫市長が建設にあたり、協力いただ

いた地域の皆さん等にお礼を述べたあと、児童らに「新し

い体育館を利用して元気でハツラツとした日々を過ごして

ください」とあいさつ。また、児童を代表して芥川奈美江

さんが「多くの皆さんのおかげで、立派な体育館が完成し

たので、大切に利用したいと思います」とお礼の言葉を述

べ、同小２年生が歌と踊りを披露し、完成を祝いました。

子どもたちが元気に過ごすため
蒲走潟小屋内運動場が完成

体
育
館
の
外
観

アリーナは、ミニバスケットボール
コートでは２面、バドミントンコー
トでは３面が確保できます

お
礼
の
言
葉
を
述

べ
る
芥
川
さ
ん
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タウン　トピックス

継続は力なり
蒲市児童・生徒教育表彰式
　３月９日、市保健センターで市児童・生徒教育表彰式が行

われ、市内小・中学校から推薦された１７人をはじめ保護者

や関係者が出席しました。

　同表彰は、コツコツと地域・学校の為に努力し、平素の

行為が他の模範となる子どもたちに贈られるもの。式では

河口保郎教育委員長が「これからも今まで取り組んできた

姿勢を続けていただき、他の人の模範となってほしい」と

あいさつし、１人ひとりに表彰状と記念品を手渡しました。

　その後、児童を代表して網津小６年の河上慎くんが「こ

れからも、勉強やスポーツに一生懸命取り組み、一日、一

日を大切に過ごしていきたい」とあいさつし、生徒を代表

して鶴城中３年生の小林真理子さんが「これまで宇土市で

学習してきたことに誇りを持って何事にも取り組んでいき

たい」とお礼の言葉を述べました。

　なお、表彰を受けた皆さんは次のとおりです。（敬称略）

宇土小６年　松下真弓、花園小６年　岡崎将也、佐藤沙紀、

走潟小６年　芥川奈美江、緑川小６年　川副孝仁、角本菜

穂子、網津小６年　河上慎、中村百花、網田小６年　本田

純也、中村美沙希、宇土東小６年　和田航太、鶴城中３年

石井孝、小林真理子、住吉中３年　浜辺友也、小野花織、

網田中３年　黒田憲人、宮本真衣

受賞した市内小学校の皆さん

受賞した市内中学校の皆さん

蒲後期高齢者医療制度スタート
　３月７日、４月から始まる後期高齢者医療制度の広報活動

を行うキャラバン隊が市庁舎を訪れ、のぼりや啓発物品を市

職員に手渡しました。

　同制度は、「老人保健医療」が３月末で廃止されたことに伴

い、４月から始まった新しい制度。７５歳（一定の障がいがあ

る人は６５歳）以上の人は、現在加入している保険から「後期

高齢者医療制度」に移ることになります。

　現在、市民の皆さまから問い合せを数多くいただいている

質問について、以下のとおり紹介します。

高齢化社会に対応するために

４月１日からスタートした後期高齢者医療制度

後期高齢者医療制度　Ｑ＆Ａ

Ｑ　一人ひとりに保険料がかか
るって聞いたけど？

Ａ　はい。４月からは皆さんに

保険料を負担していただきま

す。ただし、今まで保険料を

負担していなかった方（社会

保険等の被扶養者）には２年

間の激変緩和措置が設けられ

ています。

Ｑ　新しい制度では受けられる
医療が制限されるって聞いた
けど？
Ａ　そういったことはありませ
ん。「後期高齢者医療制度」で

も今までの「老人

保健医療」と変わ

らない医療をうけ

ることができます。

Ｑ　保険料は年金から天引きされるん
ですか？

Ａ　原則、年金天引き（特別徴収）に
なります。ただし、年金受給額が年

額１８万円未満の方、介護保険料と

後期高齢者医療保険料の合算額が年

金額の１/２を超える人は年金天引き

にはなりません。納付書又は口座振

替で市に納めていただきます。
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タウン　トピックス
　３月９日、宮庄町において「フィールドミュージアムへ飛び

出そう！『宇土の殿様と轟泉水道』」が開催され、市内外から

約３０人が参加しました。

　これは、県文化企画課が実施している熊本県の自然や文化

を再発見するための参加体験型の活動で、今回は宇土の町と

轟水源の関わりと成り立ちを知る目的で開催されました。

　轟泉水道は、初代宇土藩主細川行孝公が建設した現存する

日本最古の上水道であり、宇土の歴史を語る上で欠かせない

もの。轟水源や宇土細川家のお墓がある轟御殿跡などを巡り、

辻誠也さん（市文化財保護審議会委員）が宇土藩の歴史につ

いて講話しました。その後、田上幸人さん（市轟泉簡易水道

組合長理事）が轟泉水道の仕組みや管理についての説明を行

い、普段、見ることができない轟泉水道の仕組みを視察した

参加者らは、宇土の歴史に感心しながら聞き入っていました。

自然や文化を再発見
蒲フィールドミュージアムへ飛び出そう！

辻
さ
ん
が
講
話

田上さんの説明

　３月１８日、田中めぐみさん（入地町）が市庁舎を訪れ、青

年海外協力隊の隊員としてホンジュラス（カリブ海に面して

いる中央アメリカにある国）への出発報告を田口信夫市長に

行いました。

　田中さんの派遣期間は２年間で、ホンジュラスの小学校教

諭として算数の授業を担当する予定。数カ月前から、同国の

公用語であるスペイン語の勉強を重ね、２５日に現地へ出発し

ました。田中さんは「日本の文化を現地の子どもたちに伝え、

日本の子どもたちとの橋渡し役もしていきたい」と抱負を述

べました。

ホンジュラスの子どもたちのために
蒲青年海外協力隊隊員の田中めぐみさんが表敬訪問

田口市長と歓談する田中さん

　２月２５日、宇土小学校（浦川司校長）で出張理科

教室が行われ、同小アグリキッズクラブの６年生３２

人が参加しました。

　これは、平成１７年度から鶴城中学校区内の小中

学校を対象に資料館や博物館、研究機関などの関係

機関が連携して取り組んでいる独立行政法人科学技

術振興機構指定の理数大好きモデル地域事業の一環

で、理科や数学への関心をさらに高めるために行わ

れたものです。授業では、天草市の御所浦白亜紀資

料館の廣瀬浩司学芸員が講師となり、練り混ぜると

固まるシリコンゴムを使い、化石のくぼみにゴムを

押しつけて型を採る作業を体験。児童らは、化石の

レプリカ作りに笑顔で取り組みました。

化石のレプリカ作り
蒲宇土小学校で出張理科教室

笑顔で楽しく化石のレプリカ作り
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域 く の 点
地 づ り 拠 わたしたちの公民館

各校区公民館紹介

主な事業等鍵管理人公民館電話公民館長名住所公民館名

公民館総括シルバー管理鰻０３２５山本　桂樹新小路町９６宇土中央

子ども地域活動推進事業

成人講座

生涯学習講座

シルバー管理鰻０３２５鏡　純子
新小路町９６

（中央公民館）
宇　土

子ども地域活動推進事業

成人講座・生涯学習講座
岡崎　房義鰻２８２５朝長　弘古保里町９７７花　園

子ども地域活動推進事業

成人講座・生涯学習講座
柳迫　和子姥２８７８岩﨑　國浩石橋町１０―２轟

子ども地域活動推進事業

成人講座・生涯学習講座
湯野　房子姥２８７７田代恵美子走潟町８２２走　潟

子ども地域活動推進事業

児童通学合宿・成人講座・

生涯学習講座

澤田　末子姥２８２４岩本　邦雄野鶴町２９４-１緑　川

子ども地域活動推進事業

成人講座・生涯学習講座
白井眞由美

厩３２１１

（網津支所）
松本　紀子住吉町２３―１網　津

子ども地域活動推進事業

児童通学合宿・成人講座

生涯学習講座

木下　至

閏０４９１

閏１１１１

（網田支所）

宮本　敏満下網田町５６６網　田

※　地区公民館長不在の場合の問い合せ先　市中央公民館　緯鰻０３２５

　
市
内
小
中
学
校
・
幼
稚
園
、
保

育
園
・
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
社
会

人
材
バ
ン
ク
っ
て
何
？

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
派
遣
で
き
る
の
？

　
利
用
希
望
の
方
は
、
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
備
え
付
け
の
指

導
者
派
遣
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
指
導
者
へ
の
謝
金
は
市
が
負
担

し
ま
す
）。

　
指
導
者
登
録
に
つ
い
て
も
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
左

記
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
　
緯
鰻
６
５
１
０

申
込
は
ど
う
す
る
の
？

　
こ
れ
は
、
今
ま
で
に
色
々
な
人

生
経
験
（
学
習
・
職
業
な
ど
）
を

積
み
重
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や

技
術
を
お
持
ち
の
地
域
の
方
々
を

募
り
、
指
導
者
、
援
助
者
と
し
て

学
校
を
は
じ
め
団
体
や
地
域
の
要

請
に
応
じ
て
派
遣
し
て
い
く
事
業

で
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
約

２
６
０
人
の
方
が
登
録
さ
れ
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
歴
史
や
伝
統
文

化
の
継
承
、
生
産
活
動
、
自
然
体

験
活
動
、
文
化
芸
術
活
動
、
科
学

技
術
の
習
得
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
活

動
な
ど
の
指
導
や
支
援
、
講
話
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ありあけ保育園で行われた金秀会の皆さ
んによる三味線と民謡の披露

福
祉
法
人
ま
た
は
営
利
を
目
的
と

し
な
い
団
体
・
地
域
（
す
で
に
活

動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
ま
た
は
ク

ラ
ブ
等
を
除
く
）
。

人
材
バ
ン
ク
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〜
宇
土
市
人
材
活
用
事
業
利
用
者
募
集
の
お
知
ら
せ
〜
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お
知
ら
せ

宇
土
市
防
災
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス

　
携
帯
電
話
等
の
メ
ー
ル
機
能
を

用
い
、
災
害
時
に
住
民
の
方
に
必

要
な
避
難
所
開
設
状
況
等
の
災
害

関
連
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

配
信
さ
れ
る
情
報
　
大
雨
・
洪
水

な
ど
の
警
報
、
震
度
４
以
上
の
地

震
、
台
風
な
ど
の
気
象
現
象
が
発

生
し
た
と
き
に
必
要
と
判
断
さ
れ

た
情
報
。
※
火
災
情
報
は
配
信
さ

れ
ま
せ
ん
。

登
録
設
定
方
法

①
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
受
信
設
定

uto-bousai-m０
１
＠
c
ity.uto.k

umamoto.jp

か
ら
の
メ
ー
ル
を
受

道
路
交
通
法
の

改
正
の
お
知
ら
せ

　
平
成
　
年
６
月
　
日
ま
で
に
、

２０

１９

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
主
な
改
正
点
は
、
①
　
歳
以
上

７０

の
自
動
車
運
転
者
の
高
齢
者
マ
ー

ク
（
紅
葉
マ
ー
ク
）
の
表
示
努
力

信
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

→
携
帯
電
話
会
社
に
よ
り
方
法
が

異
な
り
ま
す
。
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
市
役
所
へ
メ
ー
ル
送
信
（
必
ず

①
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
）
宛
先

に
（uto-bousai-m０

１
＠
c
ity.u

to.kumamoto.jp

）
を
入
力
し
て
、

題
名
は「
防
災
メ
ー
ル
配
信
希
望
」

と
記
入
し
、
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。
→
テ
ス
ト
メ
ー
ル
を

受
信
す
る
と
登
録
は
完
了
で
す
。

注
意
事
項　

自
動
登
録
配
信
シ
ス

テ
ム
で
は
な
い
た
め
、
テ
ス
ト

メ
ー
ル
の
返
信
に
は
時
間
が
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
パ
ケ
ッ
ト

通
信
料
等
は
、
各
自
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
市
自
治
振
興
課
防

災
交
通
係
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内

線
２
２
２
２
、
２
１
５
２
）

市
水
道
課
か
ら
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
４
月
か
ら
実
施
中
の
宇
土
市
口

座
振
替
依
頼
書
の
統
一
に
伴
い
、

上
下
水
道
料
金
の
口
座
振
替
日
が

　
日
か
ら
　
日
に
変
更
に
な
り
ま

２７

２６

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
簡
易
水
道
は
従
来
ど
お

り
　
日
で
す
。

２６
問
い
合
せ
先
　
市
水
道
課
庶
務
係

緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線
２
５
３
２
・

２
５
３
４
）

義
務
、
②
自
動
車
後
部
座
席
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
義
務
（
当
面
の

間
は
高
速
道
路
で
の
み
）、
③
児

童
又
は
幼
児
の
保
護
責
任
者
に
対

す
る
「
児
童
又
は
幼
児
の
自
転
車

乗
用
時
の
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
」
の
努
力
義
務
、
の
３
点
で
す
。

　
現
在
、
交
通
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
以
上
の
３
点
は
、
交
通

安
全
の
た
め
非
常
に
効
果
が
あ
り

ま
す
の
で
、
法
改
正
に
か
か
わ
ら

ず
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
せ
先
　
市
自
治
振
興
課
防

災
交
通
係
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内

線
２
１
５
２
）　
宇
城
警
察
署
交

通
第
１
課
指
導
係
　
緯
餌
０
１
１

０

市民の皆さまのご意見・ご提案をお聞かせください

　市では、「市長への直行便」の手紙の受付を行っています。これは、市政への市民の皆様の積極的な参加を促

し、そのご意見・ご提案を市政に反映させようとするものです。皆さまのご意見・ご提案をお待ちしています。な

お、市のホームページでも受付けています。問い合せ先　市総務課秘書係　緯鰻１１１１（内線２２２０、２２１１）

◆手紙の取扱い
　市長が拝読した後、その内容を取り扱う所管課が市政にどう

いうふうに反映させるか検討を行います。また必要に応じてご

連絡や回答をさせていただく場合があります。

◆専用封筒と用紙の設置場所
　宇土市役所、網田支所、網津支所の３箇所

◆提出方法
　用紙に必要事項をご記入の上、専用封筒（利用者負担なし）

に入れて投函してください。

◆注意事項
　「市長への直行便」にご意見・ご提案者の氏名、住所、連絡先

のご記入がないものや、誹謗・中傷又は差別に当たると判断さ

れるもの、偽造、虚構又は詐欺と疑われるもの、営利を目的と

したものなどは受付をしませんのであらかじめご了承願います。

市 長 へ の 直 行 便

▲専用封筒

▲

記入用紙
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軽
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
ま
す

　
身
体
障
害
者
等
の

方
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
（
た
だ
し
、
身

体
障
害
者
が
年
齢
　１８

歳
未
満
の
場
合
、
ま

た
は
精
神
障
害
者
の
場
合
は
、
生

計
を
一
に
す
る
者
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、

そ
の
障
害
の
程
度
や
使
用
目
的
に

よ
っ
て
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
こ
の
と
き
、

障
害
者
１
人
に
つ
き
自
動
車
、
軽

自
動
車
を
通
じ
て
何
れ
か
１
台
に

限
り
ま
す
）。

申
請
場
所
　
市
税
務
課

申
請
時
に
持
参
す
る
も
の
　
身
体

障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ら

び
に
療
育
手
帳
な
ど
、
印
鑑
、
運

転
免
許
証
、
車
検
証

申
請
期
間
　
５
月
　
日
（
月
）

１２

～
５
月
　
日
（
月
）

２６

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
申
請
受
付
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
市
税
務
課
課
税
係

緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
３
・

２
１
４
６
）

保
健
所
で
の
井
戸
水
等
水
質

検
査
業
務
の
廃
止
に
つ
い
て

　
宇
城
保
健
所
で

は
、
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
ま
し
た

水
質
検
査
業
務
を

平
成
　
年
３
月
末

２０

で
終
了
し
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
４
月
以
降
に
井
戸
水

２０

等
の
水
質
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受

け
た
水
質
検
査
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
検
査
に
あ
た
っ
て
は
、

検
査
料
金
・
持
ち
込
み
方
法
等
に

つ
い
て
、
事
前
に
各
登
録
水
質
検

査
機
関
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
健
所
で
は
、
従
来
ど

お
り
井
戸
水
等
の
水
質
に
関
す
る

ご
相
談
に
は
応
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
水
質
検
査
機
関
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
熊
本
県
宇
城
保
健
所
ま

た
は
環
境
生
活
部
水
環
境
課
へ
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
県
宇
城
保
健
所
　

緯
荏
０
５
９
８
　
県
環
境
生
活
部

水
環
境
課
　
緯
０
９
６
（
３
３
３
）

２
３
０
２

　スプレー缶を出す際には、必ず中身を全部使い切り、

風通しの良いところで穴を開け、スチールまたはアル

ミに分別してから出してください。

　スプレー缶を、中身が残ったまま穴を開けずに出す

と、収集業者が回収する際に、収集車の中で、ライ

ターなどに接触することで引火し、爆発事故を起こす

場合があります。

　納豆の容器・カップラーメンの容器などは、燃える

ごみに出していただくようお願いしておりましたが、

トレー・発泡スチロールとして資

源に出すことができるようになり

ました。

　ただし、資源として出せるもの

は右のマークが入っているもので、

きれいに洗ってあるものに限りま

す。

　また、色つきのトレーも出せま

すが、黒色トレーだけは、表面に

ビニールコーティングがしてあるため、資源ごみとし

て出すことができません。

トレー・発泡スチロールについトレー・発泡スチロールについてて

　焼酎などの５合びんを資源ごみのどれに出せばよい

か分からないとのことをよく尋ねられます。

　焼酎の５合びんは生きびんとして、数回洗浄・消毒・

殺菌され使用されています。焼酎などの５合びんは、

生きびんに出してください。

５合びんの出し方につい５合びんの出し方についてて

　最近、出される生ごみの中に、異物の混入が目立ち

ますので、再度生ごみの出し方についてお知らせしま

す。

　まず、生ごみに出せるものは、一

般家庭から出る調理くず・残飯・野

菜くず・卵の殻などです。

　ビニール類・紙類・アルミホイル

は、生ごみに出してはいけません。

　また、豚・牛・馬などの硬い骨・大型魚の頭・竹の

子の皮・貝殻・もちなどについては、堆肥センターの

破砕機の刃を傷つけますので、生ごみに出さないよう

にお願いします。

生ごみの出し方につい生ごみの出し方についてて

トレー・発砲スチ
ロールのリサイク
ルマーク

スプレー缶の出し方についスプレー缶の出し方についてて

　市では、平成１７年度から蛍光管・電球を資源ごみと

して回収していますが、中には、資源ごみの日に出さ

れる方もいます。

　蛍光管・電球の出し方は、次の２つのどちらかの方

法で出してください。

①各地区の燃えないごみ置場に設置してある蛍光管・

電球用のコンテナに燃えないご

みの日に出す。

②市役所本庁・網津支所・網田支

所に設置してある随時回収用の

蛍光管・電球用のコンテナへ出

す。

蛍光管・電球の出し方につい蛍光管・電球の出し方についてて
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみののののののののののののののののののののの出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出ししししししししししししししししししししし資源ごみの出し 方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
市環境課廃棄物対策係　緯鰻１１１１（内線２８２１）
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「
父
子
手
当
」
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

福
祉
課
子
育
て
支
援
係
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

手
当
額
　
原
則
、
１
世
帯
あ
た
り

月
額
１
０
０
０
０
円

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
お
よ
び
、
児
童
扶
養
手

当
の
認
定
を
請
求
で
き
る
方
は
、

父
子
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
所

得
に
よ
っ
て
、
父
子
手
当
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

受
付
窓
口
・
問
い
合
せ
先　

市
福

祉
課
子
育
て
支
援
係
　
緯
鰻
１
１

１
１
（
内
線
２
８
１
３
）

 　「
父
子
手
当
」
の
受
給
資
格
を

お
持
ち
の
方
で
、
手
続
き
を
済
ま

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
市
福
祉
課

で
認
定
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

受
給
資
格
者
　
父
母
の
離
婚
等
に

よ
り
、
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
児
童
（
満
　
歳
に
達
す
る

１８

日
以
後
、
最
初
の
３
月
　
日
ま
で

３１

の
間
に
あ
る
方
）
を
養
育
し
て
い

る
父
、
ま
た
は
、
父
が
い
な
い
場

合
等
の
理
由
に
よ
り
、
父
以
外
の

者
が
当
該
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
。

申
請
手
続
き
　
事
前
に
受
給
資
格

や
家
族
状
況
に
つ
い
て
、
面
接

（
聞
き
取
り
）
を
行
い
ま
す
の
で
、

後
日
、
次
の
書
類
を
添
え
て
、
市

福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
認
定
請
求
書
、
②
養
育
費
等
に

関
す
る
申
告
書
、
③
戸
籍
謄
本
、

④
平
成
　
年
１９

度
所
得
証
明

書
、
⑤
健
康

保
険
証
、
⑥

預
金
通
帳
、

⑦
印
鑑

※
①
②
は
市

計
量
器
の

定
期
検
査
に
つ
い
て

　
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量

器
は
法
律
（
計
量
法
第
　
条
）
に

１９

よ
り
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
を

受
け
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
つ
ぎ
の
日
程
で
検
査
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
計
量

器
を
お
持
ち
の
方
は
受
検
を
お
願

い
し
ま
す
。

検
査
場
所
・
期
日
・
時
間

▽
網
田
支
所
車
庫
　
５
月
　
日
１２

（
月
）
午
前
　
時
～
正
午

１０

▽
網
津
公
民
館
前
広
場
　
５
月
　１２

日
（
月
）
午
後
１
時
　
分
～
午
後

３０

３
時

▽
市
役
所
玄
関
前
車
庫
　
５
月
　１３

日
（
火
）
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

▽
市
役
所
玄
関
前
車
庫
　
５
月
　１４

日
（
水
）
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

（
　
日
と
　
日
の
正
午
か
ら
１
時

１３

１４

時
ま
で
は
昼
休
み
で
す
）

持
参
物
　
計
量
器
（
質
量
計
等
）、

手
数
料
（
１
台
あ
た
り
５
０
０
円

～
２
２
０
０
円
）

検
査
対
象
計
量
器

・
商
店
等
で
商
品
の
売
買
に
使
用
す

る
は
か
り

・
病
院
、
薬
局
等
で
使
用
し
て
い
る

調
剤
用
の
は
か
り

・
学
校
、
病
院
、
保
育
園
等
で
使
用

し
て
い
る
体
重
測
定
用
の
は
か
り

・
農
協
、
漁
協
等
流
通
物
資
の
集
荷
、

出
荷
等
に
使
用
す
る
は
か
り

・
宅
配
な
ど
運
送
業
者
等
が
貨
物
の

運
賃
算
出
用
に
使
用
す
る
は
か
り

・
農
業
、
漁
業
等
の
生
産
者
が
生
産

物
等
の
売
買
に
使
用
す
る
は
か
り

問
い
合
せ
先
　
熊
本
県
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
計
量
検
定
部
　
緯
０
９

６
（
３

６

９
）

２
１
５
１
　
商

工
観
光
課
商
工

政
策
係
　
緯
鰻

１
１
１
１
（
内

線
２
３
２
１
）

＜ポスターの部＞　入　選　中村美沙希（網田小学校６年）
＜　習字の部　＞　優秀賞　本田　栞　　（住吉中学校３年）
　　　　　　　　　入　選　谷口　舞　　（宇土小学校４年）
　　　　　　　　　　〃　　山下　葉月（宇土小学校５年）

　　　　　　　　　　〃　　塚本　祐子（住吉中学校１年）

明るい選挙啓発作品コンクール審査結果
　このたび、県庁で開催された平成１９年度明る

い選挙推進県民大会の席上、「明るい選挙啓発作品

コンクール」審査結果の表彰式が行われました。

　このコンクールは明るい選挙が行われるために、

小・中・高校生及び一般有権者に選挙に対する清

新なイメージや夢を部門別に自由に表現してもら

うことによって、明るい選挙の大切さや選挙に対

する認識を深めてもらうとともに、今後明るい選

挙を推し進める上で役に立つ、独創的で印象的な

募集作品を活用するために実施されたものです。

　宇土市からは、習字の部に２８５点、ポスターの

部に３３点、４コマ漫画の部に６点、標語の部に３４

点が寄せられました。

　なお、審査の結果，宇土市からの入賞者は次の

とおりです。（敬称略）

本田　栞さん 谷口　舞さん

山下葉月さん

中村美沙希さん

塚本祐子さん

問い合せ先

市選挙管理委員会事務局

緯鰻１１１１（内線２３４１）
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募
集
・
催
し

お
出
か
け「つ

ど
い
の
広
場
」

　
子
育
て
中
の
保
護
者
の
み
な
さ

ん
、
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
公
民
館

に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！
午
前
　１０

時
～
　
時
　
分
の
利
用
時
間
な
ら
、

１１

３０

い
つ
で
も
、
利
用
で
き
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要
、
子

育
て
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

期
日
・
場
所

４
月
　
日
（
月
）　
網
田
公
民
館

２１平成２０年度の地籍調査が
はじまります

■地籍調査とは
　地籍とはいわば「土地に関する戸籍」のことです。

　地籍調査とは、一筆ごとの土地について、その所

有者、地番、地目の調査並びに境界および地積に関

する測量を行い、その結果を地図および簿冊に作成

し、国の承認を受け、地籍簿と地籍図を登記所に送

付します。

　調査の結果は、土地の売買、土地トラブルの防止、

災害の復旧、各種行政運営等に活用されます。
４
月
　
日
（
月
）　
網
津
公
民
館

２８

５
月
　
日
（
月
）　
緑
川
公
民
館

１２

５
月
　
日
（
月
）　
長
浜
公
民
館

１９

問
い
合
せ
先
　
市
福
祉
課
子
育
て

支
援
係
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線

２
８
１
３
）

つ
ど
い
の
広
場

　

子
育
て
講
座

　「
野
菜
を
な
か
な
か
食
べ
て
く

れ
な
い
」、「
卵
は
い
つ
頃
か
ら
食

べ
さ
せ
て
い
い
の
？
」「
お
菓
子
ば

か
り
食
べ
た
が
り
ま
す
」

　
子
育
て
す
る
う
え
で
『
食
』
に

関
す
る
悩
み
は
、
つ
き
な
い
も
の

で
す
。
つ
ど
い
の
広
場
で
は
、
市

保
健
セ
ン
タ
ー
の
秋
山
知
江
管
理

栄
養
士
に
よ
る
子
育
て
講
座
を
行

い
ま
す
。

　
食
事
の
悩
み
や
疑
問
に
答
え
、

「
離
乳
食
ら
く
ら
く
レ
シ
ピ
」
も

準
備
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
　
日
（
火
）
午
前
　

２２

１０

時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

場
所
　
市
児
童
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
つ
ど
い
の
広
場
サ
ン
サ
ン

講
師
　
秋
山
知
江
　
市
管
理
栄
養
士

講
話
「
す
く
す
く
・
ぱ
く
ぱ
く
」　

～
こ
ど
も
の
食
事
に
つ
い
て
～
　

対
象
　
乳
幼
児
の
保
護
者

そ
の
他
　
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
は
、
市
役

所
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
市
福
祉
課
子
育
て

支
援
係
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線

２
８
１
３
）
つ
ど
い
の
広
場
　
緯

鰻
２
４
０
８

　
船
場
川
　
年
後
委
員
会
で
は
、

１０

毎
年
船
場
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
季
も
下
記
の
と
お
り
行
い
ま

船
場
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
〜
協
力
の
お
願
い
〜

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
時
　
４
月
　
日
（
火
）

２９

　
　
　
午
前
７
時
～

集
合
場
所
　
船
場
橋（
め
が
ね
橋
）

清
掃
予
定
　
船
場
橋
か
ら
市
民
体

育
館
ま
で
の
船
場
橋
周
辺

そ
の
他
　
道
具
は
各
自
持
参
し
、

清
掃
が
で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ

さ
い
。
ご
み
袋
、
軍
手
は
主
催
者

で
用
意
し
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　

船
場
川
　
年
後

１０

委
員
会
事
務
局

（
熊
本
県
青
年

塾
内
）

緯
姥
３
２
９
０

■なぜ地籍調査は必要なのか
　未調査地区においては、現代においても登記所に

備え付けられている地図は、明治時代の地租改正に

よって作られた地図（公図）をもとにしたもので、

土地境界や測量が不正確であったりする場合もある

のが実態です。

　国土の有効活用・保全のためには、土地の実態を

正確に把握する地籍調査を実施する必要があります。

■地籍調査は、こんなことに役立ちます
　土地取引の円滑化、土地トラブルの未然防止、公

共事業の円滑化、災害の復旧等

■平成２０年度着手予定区域
長浜町小字　南笠瓜・北笠瓜
上網田町小字　蔵持・田代・車谷・長迫・小宗・鳥

越・傳佛・深迫・上山・田平・際

崎・城

下網田町小字　城

問い合せ先
市地籍調査課地籍係　緯鰻１１１１（内線２３１３）

　市では、調査済み地域については、「宇土市地籍

調査測量三角点等基準杭の管理保護に関する規

則」に基づき管理していますが、多くの杭が紛失

している状況にあります。

　土地の分筆や合筆、境界の復元を行う際には、

杭の復元が必要となり、多くの時間と経費がかか

ります。また、地籍図による境界の正確な現地復

元が困難となっています。

　工事や開発等で、杭等の移設等が必要な場合は、

事前に地籍調査課までの連絡のご協力をお願いし

ます。

　なお、災害等で破損したり埋没している図根点

ボックスを見つけられた場合は、地籍調査課まで

連絡をお願いします。

地籍図根点（測量基準杭）の保護にご協力を

図根点ボックス 地籍図根三角点
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出
展
（
予
定
）

【
宇
土
市
】
蒼
土
窯
、
宇
土
張
子
、

小
山
本
手
打
刃
物
、
龍
神
工
房
、

型
染
、
能
面
、
石
井
楽
器
店
、
沼

田
馬
蹄
鉄

【
宇
城
市
三
角
町
】
山
舟
窯
、
中

島
竹
細
工
店

【
宇
城
市
不
知
火
町
】
デ
コ
イ
工

房
、
堀
口
太
鼓
店

問
い
合
せ
先
　
宇
土
半
島
「
和
」

の
職
人
展
実
行
委
員
会
事
務
局
　

蒼
土
窯
　
前
田
　
和
　
緯
閏
０
７

７
７

市
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

日
時
　
４
月
　
日
（
水
）

１６

　
　
　
午
前
　
時
～

１０

場
所
　
市
武
道
館

問
い
合
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協
議

会
　
緯
姥
３
７
５
６

う
と
半
島

「
和
」
の
職
人
展
開
催

　
宇
土
半
島
の
自
然
と
文
化
に
支

え
ら
れ
、
培
わ
れ
た
伝
統
の
技
か

ら
生
ま
れ
た
工
芸
品
を
一
堂
に
集

め
展
示
即
売
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
職
人
展
は
、
職
人
の『
技
』

を
来
場
者
の
皆
さ
ま
に
見
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
会
員
が
一
日

中
実
演
を
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
か
ら
、
地
元
の「
Ｕ
Ｔ
Ｏ
‐

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」（
善
道
町
）
で
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
家
族
連
れ
で
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
１
日
（
木
）
～
５
月

６
日
（
火
）
午
前
　
時
～
午
後
８

１０

時会
場
　
Ｕ
Ｔ
Ｏ
‐
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
セ
ン

タ
ー
コ
ー
ト
（
善
道
町
）

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

講
座
第
１
期
生
募
集

「
お
地
蔵
さ
ん
工
房
講
座
」

指
導
者
　
石
崎
大
徳
氏

定
員
　
８
人

指
導
日
　
５
月
　
日
～
６
月
　
日

１４

１８

（
全
６
回
）
毎
週
水
曜
日
　
午
後

１
時
　
分
～
午
後
４
時

３０

費
用
　
受
講
料
（
３
０
０
０
円
）

お
よ
び
石
材
（
２
０
０
０
円
）
道

具
等
は
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

「
硯
制
作
教
室
講
座
」

指
導
者
　
小
野
寺
友
吉
氏

定
員
　
７
人

指
導
日
　
５
月
　
日
～
６
月
　
日

１５

１９

（
全
６
回
）
毎
週
木
曜
日
　
午
後

１
時
　
分
～
午
後
４
時
　
分

３０

３０

費
用
　
受
講
料
（
３
０
０
０
円
）

お
よ
び
石
材
・
消
耗
品
代
（
１
５

０
０
円
）
道
具
等
は
無
料
で
使
用

で
き
ま
す
。

申
込
方
法
　
市
商
工
観
光
課
に
来

庁
も
し
く
は
電
話
に
て
申
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
４
月
　
日
（
水
）
～

１６

４
月
　
日
（
金
）（
先
着
順
）

２５

※
両
講
座
と
も
４
人
以
上
の
応
募

が
な
け
れ
ば
開
講
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
せ
先
　
市
商
工
観
光
課
商

工
政
策
係
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内

線
２
３
２
１
）

子
育
て
を
応
援
す
る
店

舗
・
企
業
を
募
集
し
ま
す

　
熊
本
県
で
は
、
子
育
て
先
進
県

を
目
指
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
や
社

会
全
体
で
子
育
て
を
支
援
す
る
た

め
に
、
子
育
て
を
応
援
す
る
店

舗
・
企
業
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま

す
。（
登
録
無
料
）

応
援
団
の
種
類
　
子
育
て
と
く
と

く
応
援
団
、
子
育
て
あ
っ
た
か
応

援
団
、
子
育
て
従
業
員
応
援
団

応
援
団
の
メ
リ
ッ
ト

陰
社
会
貢
献
を
通
し
て
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問い合せ先　農事組合法人　宇土アグリパーク　緯鰻１６３０（松川）
　　　　　　市農林水産課　農林係　緯鰻１１１１（内線２３１４）

もぎ取る楽しさ新たに　≪ミニ果樹園≫　の受付

　つつじヶ丘野菜公園では、新たに≪ミニ

果樹園≫の利用農園者を受け付けます。

　目に良いといわれるブルーベリーなどを

育てて、収穫の喜びを味わってみてはいか

がでしょうか。

場所　つつじヶ丘野菜公園　利用料金　年間利用料金　１２,０００円
募集区画　１０区画　　　　　果樹品目　低木果樹に限定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ブルーベリー、金柑、柚子など）

隠
特
性
ス
テ
ッ
カ
ー
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

韻
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
さ

れ
ま
す
。

※
宇
土
市
内
で
は
、
現
在
　
の
店

１５

舗
・
企
業
等
が
登
録
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジht

t
p：
/
/
por
t
al

.k
u
mam
o
to-
n
et.
n
e.j
p
/ko
s
oda

te-ouen/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
子
育
て
と
く
と
く

応
援
団
、
子
育
て
あ
っ
た
か
応
援

団
は
熊
本
県
少
子
化
対
策
課
　
緯

０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
２
５
）

子
育
て
従
業
員
応
援
団
は
熊
本
県

労
働
雇
用
総
室
　
緯
０
９
６
（
３

３
３
）
２
３
３
９

《　通　常　の　農　園　利　用　概　要　》

つつじヶ丘農村公園周辺一帯（椿原町）
※市街地が一望できます。

場所

１区画　約３０㎡（約１０坪）総画数　１６０区画利用農園

１区画　年額　１２，０００円（随時受付可：途中受付
の方には相談に応じます）

利用料金

宇土市健康づくり農園　≪つつじヶ丘野菜公園≫
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ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

俳
句
交
流
大
会

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０

０
８
俳
句
交
流
大
会
は
、
俳
句
の

振
興
お
よ
び
普
及
推
進
を
図
る
と

と
も
に
世
代
や
地
域
を
超
え
て
交

流
で
き
る
大
会
で
す
。

申
込
締
切
　
５
月
　
日
（
土
）　

３１

高
齢
者
の
部
　（
　
歳
以
上
）
昭

６０

和
　
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

２４
た
方

一
般
参
加
の
部
　（
　
歳
未
満
）

６０

昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

２４

れ
た
方

投
句
方
法
　「
官
製
は
が
き
」
に

未
発
表
作
品
１
人
２
句
以
内
（
雑

詠
）、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
、

俳
号
の
場
合
は
本
名
を
併
記
し
て

く
だ
さ
い
）、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
次
の
送
付
先
へ

投
句
し
て
く
だ
さ
い
。
投
句
料
は

無
料
で
す
。
詳
し
い
募
集
要
領
希

望
の
方
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

送
付
・
問
い
合
せ
先
　
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８
出
水
市

実
行
委
員
会
事
務
局
　
〒
８
９
９

‐
０
２
９
２
　
出
水
市
緑
町
１
番

３
号
　
出
水
市
役
所
　
市
民
福
祉

政
策
室
内
　
緯
０
９
９
６
（
６
３
）

２
１
１
１

　道の駅『宇土マリーナ』にあります物産

館『おこしき館』がオープンして３年目を

迎えました。

　出荷協議会では、物産館に地元の特産品、

野菜、果樹、水産物、花卉、加工品などを

出荷していただく方を随時募集しています。

問い合せ先
宇土マリーナ物産館　緯閏１７８８

宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土マママママママママママママママママママママリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産宇土マリーナ物産館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののの加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案出荷協議会の加入案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
独
立
行

政
法
人
国
際
交
流
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
実
施
す
る
開
発
途
上

国
の
人
々
と
共
に
生
活
し
、
相
互

理
解
を
図
り
な
が
ら
、
技
術
や
経

験
を
活
か
し
て
人
々
の
自
助
努
力

を
促
進
さ
せ
る
形
で
協
力
活
動
を

展
開
し
て
い
く
海
外
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　
現
在
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
平
成
　２０

年
度
春
の
募
集
を
実
施
し
て
お
り
、

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
員
の
体
験
談
や

平
成
　
年
度
春
の
募
集
説
明
会
を

２０

開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
４
月
　
日
（
水
）

１６

　
　
　
午
後
６
時
　
分
～

３０

　
　
　
４
月
　
日
（
土
）

２６

　
　
　
午
後
２
時
～

場
所
　
熊
本
市
国
際
交
流
会
館

平
成　

年
度
春
募
集
締
切
　
５
月

２０

　
日
（
金
）

２３問
い
合
せ
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
九

州
海
外
協
力
協
会
　
熊
本
事
務
所

緯
０
９
６
（
３
２
３
）
４
３
３
６

　
「
食
」
は
命
の
源
と
な
る
も
の

で
す
が
、
生
活
の
多
様
化
や
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
い
、

「
食
」
の
大
切
さ
を
忘
れ
が
ち
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
生
活
習

慣
病
等
の
増
加
に
も
食
生
活
が
影

響
を
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
６
月
に
食
育
基
本
法
、

１７

平
成
　
年
３
月
に
食
育
推
進
基
本

１８

計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

受
け
て
市
で
は
、
年
齢
ご
と
に
ど

の
よ
う
に
食
育
に
関
っ
て
い
く
か

を
示
し
た
食
育
推
進
計
画
素
案
を

こ
の
た
び
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の

「（
仮
称
）
宇
土
市
食
育
推
進
計
画

（
案
）
」
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
募
集
し
ま

す
。

≪

意
見
募
集
の
締
切≫

　
５
月
７
日
（
水
）

≪

案
の
掲
載
（
閲
覧
）
場
所≫

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
他
、

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

≪

意
見
の
提
出
先
・
提
出
方
法≫

　
ご
意
見
は
、
住
所
、
氏
名
（
団

体
と
し
て
の
ご
意
見
で
あ
れ
ば
団

体
名
）
お
よ
び
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
以
下
の
方
法
で
送
っ
て
く

だ
さ
い
。（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。）

　
な
お
、
電
話
や
口
頭
に
よ
る
意

見
の
提
出
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

茨
郵
送
の
場
合
　
送
付
先
　
〒
８

６
９
‐
０
４
２
１
　
宇
土
市
南
段

原
町
１
６
４
‐
３
　
市
保
健
セ
ン

タ
ー
　
行

芋
直
接
持
参
の
場
合
　
保
健
セ
ン

タ
ー
窓
口
ま
で
書
面
持
参

鰯
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
　
電
子

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　hoken０

２
＠
c

ity.uto.kumamoto.jp

允
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
　
鰻
３
８
５
０

市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
行

※
様
式
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
住
所
、
氏
名
（
団
体
と
し
て
の

ご
意
見
で
あ
れ
ば
団
体
名
）
お
よ

び
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

≪

計
画
案
の
入
手
方
法≫

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

緯
鰻
２
３
０
０

（
仮
称
）
宇
土
市
食
育
推
進
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
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内
容
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
関
す
る

基
本
的
技
能
の
修
得
を
図
る
た
め
、

「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
」
お
よ
び「
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ

Ｌ
」
の
操
作
を
中
心
に
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ソ
コ
ン
の
技
能
を
学
ぶ
講
習
会
。

対
象
者
　
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は

寡
婦
で
就
業
の
た
め
パ
ソ
コ
ン
技

能
修
得
の
必
要
の
あ
る
方
。
講
習

の
全
日
程
に
出
席
で
き
る
方

講
習
会
場
　
母
子
休
養
ホ
ー
ム
　

し
ら
ゆ
り
会
館（
熊
本
市
錦
ヶ
丘
）、

有
限
会
社
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
（
熊
本

市
神
水
２
丁
目
）

講
習
日
程
　
５
月
　
日
（
土
）
～

１０

７
月
　
日（
土
）　
毎
週
土
曜
日
　

１９

午
前
９
時
～
午
後
４
時

定
員
　
　
人
程
度
（
応
募
者
多
数

２０

の
場
合
は
抽
選
）

受
講
費
用
　
テ
キ
ス
ト
代
：
５
０

０
０
円
（
エ
ク
セ
ル
表
計
算
処
理

技
能
認
定
試
験
は
別
に
検
定
料
５

１
０
０
円
が
必
要
）

そ
の
他
　
希
望
者
に
は
、
託
児

サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

申
込
締
切
　
４
月
　
日
（
火
）

２２

申
込
・
問
い
合
せ
先
　
市
福
祉
課

子
育
て
支
援
係
　
緯
鰻
１
１
１
１

（
内
線
２
８
１
３
）

熊
本
県
母
子
家
庭
等

就
業
支
援
講
習
会
開
催

相　

談

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
、
身
近
な
行
政
相
談

　
行
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
苦
情

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

日
時
　
４
月
　
日
（
水
）・
５
月
　

２３

１４

日
（
水
）
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

場
所
　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

行
政
相
談
員
　
三
浦
壽
美
子
（
築

籠
町
）
緯
姥
１
３
６
７

問
い
合
せ
先
　
市
自
治
振
興
課

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
係
　
緯

鰻
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
９
）

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
窓
口

く
ら
し
の
相
談
窓
口
（
無
料
）

　
訪
問
販
売
、
お
金
や
商
品
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
、
ま
た
ど

こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な

い
等
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
消
費
生
活
専
門
相
談
員
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
こ
ち
ら
の
相
談
窓
口
で
対
応
で

き
な
い
相
談
は
、
よ
り
専
門
相
談

機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
毎
週
、
火
曜
と
金
曜
（
午

前
　
時
～
午
後
４
時
）
※
市
役
所

１０
閉
庁
日
は
休
み
。

場
所
　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
市
役
所
裏
）
１
階
消
費
生
活
相

談
室

相
談
方
法
　
直
接
来
ら
れ
る
か
、

電
話
相
談
も
可
で
す
。

※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。

≪

講
師
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す≫

内
容
　
老
人
会
、
町
内
会
、
婦
人

会
等
の
会
合
に
出
向
き
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
、
解
決
の
方
法
、

契
約
の
基
礎
知
識
等
を
講
演
し
ま

す
。

講
師
　
消
費
生
活
専
門
相
談
員

問
い
合
せ
先　

く
ら
し
の
相
談
窓

口
（
市
商
工
観
光
課
内
）
緯
鰻
１

１
１
１
（
内
線
２
３
２
１
）

司
法
書
士
無
料
相
談

日
時
　
４
月
　
日
（
木
）
午
後
１

２４

時
～
４
時
（
電
話
相
談
は
で
き
ま

せ
ん
）

場
所
　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
１

階
消
費
生
活
相
談
室

※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
市
商
工
観
光
課
　

緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線
２
３
２
１
）

虐待は５つの種類に分けられます！ （　）は平成１８年度熊本県調査結果から

まずは地域のあたたかい見守りや声かけから虐待を防ぎましょう！

経済的虐待
年金や通帳を取り上げる、

本人の自宅や土地を勝手

に処分する、正当な理由

もなく必要なお金を使わ

せないなど　　（２０．４％）

身体的虐待
暴力をふるう、ベッドに

縛り付ける、無理やり食

べ物を口に入れるなど

（３６．４％）

心理的虐待
怒鳴る、ののしる、侮辱

する、無視する、悪口を

言う。排泄の失敗を嘲笑

したり、人前で話したり

するなど　　　（１６．７％）

風呂に入れず悪臭がする、

水分や食事を与えない、本

人に必要な介護や医療サー

ビスを理由なく制限したり

使わせないなど　（２６．５％）

介護や世話の放棄・放任 性的虐待
排泄の失敗に対して懲罰

的に下半身を裸にして放

置する、本人が嫌がる性

的な行為やその強要など

高齢者虐待の相談窓口
市地域包括支援センター

　緯厩１５５５

市福祉課福祉係

　緯鰻１１１１（内線２８１４）

市保険課介護保険係

　緯鰻１１１１（内線２１５１）

ご存知ですか？　高齢者虐待のこと
平成１８年４月１日から『高齢者に対する虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に

関する法律』が施行されています。深刻な社会問題になっている｢高齢者虐待｣の早期対

応や発見と、養護する家族への支援、地域の見守りの大切さを呼びかけています。

【地域の中でできること】
｢こんにちは｣｢元気？｣まずは声をか

けてみましょう！

ちょっとした心配りや言葉かけで状

況が変わるかもしれません。

隣の家から大声が聞こえる

最近おばあちゃんの姿を見ない

家族の顔がとても険しい

虐待の理由はさまざまで、虐待をする人が単純に悪いとは言えないこともあり

ます。責任感の強い方が頑張りすぎて終わりの見えない介護に追い詰められて

いることも多々あります。介護保険のサービスを使ったり、家族で介護を分担

して負担を軽くしていくことが大切です。
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《
人
事
異
動
》

　
市
で
は
、
４
月
１
日
付
で
人
事

異
動
を
実
施
。
係
長
以
上
の
異
動

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
　
　
）
は
前
職

【
部
長
職
】

▽
総
務
企
画
部
長
（
市
民
環
境
部

長
）
池
田
信
夫

▽
市
民
環
境
部
長
（
審
議
員
兼
市

民
環
境
部
市
民
課
長
事
務
取
扱
）

小
沢
憲
一

▽
建
設
部
長
（
審
議
員
兼
建
設
部

都
市
計
画
課
長
事
務
取
扱
）
久
多

見
良
三

▽
教
育
員
委
員
会
事
務
局
教
育
部

長
（
首
席
審
議
員
兼
議
会
事
務
局

長
）
山
内
清
人

▽
首
席
審
議
員
兼
監
査
委
員
事
務

局
長
（
審
議
員
兼
監
査
委
員
事
務

局
長
）
野
口
敏

【
審
議
員
（
課
長
）
職
】

▽
審
議
員
兼
総
務
企
画
部
総
務
課

長
（
総
務
企
画
部
総
務
課
長
）
益

田
輝
明

▽
審
議
員
兼
総
務
企
画
部
財
政
課

長
（
総
務
企
画
部
財
政
課
長
）
中

田
雄
士

▽
審
議
員
兼
議
会
事
務
局
長
（
経

済
部
企
業
誘
致
課
長
）
西
本
孝
一

▽
審
議
員
兼
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
部
文
化
振
興
課
長
（
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
部
文
化
振
興
課

長
）
髙
木
恭
二

▽
審
議
員
兼
教
育
委
員
会
図
書
館

長
（
教
育
委
員
会
図
書
館
長
）
田

代
清
成

【
課
長
職
】

▽
市
民
環
境
部
市
民
課
長
（
経
済

部
地
籍
調
査
課
長
）
中
村
武
美

▽
市
民
環
境
部
環
境
課
長
（
建
設

部
土
木
課
長
補
佐
兼
工
事
係
長
）

中
島
隆
一

▽
健
康
福
祉
部
保
険
課
長
（
市
民

環
境
部
環
境
課
長
）
前
田
保
幸

▽
経
済
部
地
籍
調
査
課
長
（
建
設

部
工
事
検
査
課
長
）
水
口
増
一

▽
経
済
部
企
業
誘
致
課
長
（
経
済

部
企
業
誘
致
課
長
補
佐
兼
企
業
誘

致
係
長
）
西
岡
昇

▽
建
設
部
土
木
課
長
（
建
設
部
下

水
道
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）
坂

本
純
至

▽
建
設
部
都
市
計
画
課
長
（
建
設

部
土
木
課
長
）
西
村
清
敬

▽
建
設
部
工
事
検
査
課
長
（
建
設

部
土
木
課
長
補
佐
兼
維
持
管
理
係

長
）
新
樹
秀
一

▽
総
務
企
画
部
付
課
長
宇
城
広
域

連
合
へ
派
遣
（
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補

佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）
唯
勇

一【
課
長
補
佐
職
】

▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
補
佐
兼

子
育
て
支
援
係
長
（
総
務
企
画
部

企
画
情
報
課
主
幹
兼
広
報
電
算
係

長
）
福
嶋
哲
二

▽
建
設
部
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼

住
宅
管
理
係
長
事
務
取
扱
（
建
設

部
都
市
計
画
課
主
幹
兼
住
宅
管
理

係
長
）
志
垣
聡

▽
監
査
委
員
事
務
局
長
補
佐
兼
次

長
（
市
民
環
境
部
環
境
課
主
幹
兼

環
境
政
策
係
長
）
松
永
ホ
シ
子

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
文

化
振
興
課
長
補
佐
兼
市
民
文
化
係

長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

文
化
振
興
課
長
補
佐
兼
市
民
文
化

係
長
兼
市
史
編
纂
室
長
）
木
下
洋

介▽
教
育
委
員
会
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
補
佐
兼
給
食
管
理
係
長
（
建
設

部
都
市
計
画
課
主
幹
兼
緑
地
公
園

係
長
）
長
溝
常
義

【
係
長
職
】

▽
総
務
企
画
部
自
治
振
興
課
主
幹

兼
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
係
長

（
総
務
企
画
部
自
治
振
興
課
主
幹
）

島
村
昭
子

▽
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
主
幹

兼
広
報
電
算
係
長
（
市
民
環
境
部

税
務
課
主
幹
兼
課
税
係
長
）
杉
本

裕
治

▽
市
民
環
境
部
税
務
課
主
幹
兼
課

税
係
長
（
健
康
福
祉
部
保
険
課
主

幹
兼
介
護
保
険
係
長
）
宮
下
喬

▽
市
民
環
境
部
環
境
課
主
幹
兼
環

境
政
策
係
長
（
健
康
福
祉
部
保
険

課
主
幹
兼
国
民
健
康
保
険
係
長
）

三
隅
玲
子

▽
健
康
福
祉
部
保
険
課
主
幹
兼
国

民
健
康
保
険
係
長
（
総
務
企
画
部

自
治
振
興
課
主
幹
兼
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
推
進
係
長
）
中
熊
聡

▽
健
康
福
祉
部
保
険
課
主
幹
兼
介

護
保
険
係
長
（
経
済
部
農
林
水
産

課
農
林
係
参
事
）
吉
村
春
美

▽
経
済
部
企
業
誘
致
課
主
幹
兼
企

業
誘
致
係
長
（
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
部
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
参
事
）
西
山
祐
一

▽
建
設
部
土
木
課
主
幹
兼
工
事
係

長
（
建
設
部
都
市
計
画
課
都
市
整

備
係
参
事
）
草
野
一
人

▽
建
設
部
土
木
課
主
幹
兼
維
持
管

理
係
長
（
建
設
部
下
水
道
課
建
設

係
参
事
）
山
口
裕
一

▽
建
設
部
都
市
計
画
課
主
幹
兼
建

築
係
長
兼
緑
地
公
園
係
長
（
建
設

部
都
市
計
画
課
主
幹
兼
建
築
係

長
）
吉
澤
建
史

▽
建
設
部
下
水
道
課
主
幹
兼
管
理

係
長
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
主
幹

兼
子
育
て
支
援
係
長
）
橋
本
五
月

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
主
幹

兼
次
長
（
健
康
福
祉
部
保
険
課
健

康
指
導
係
参
事
）
米
村
幸
子

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹
兼
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
参
事
）
志
垣
千
津
子

▽
総
務
企
画
部
総
務
課
付
主
幹
熊

本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

へ
派
遣
（
建
設
部
下
水
道
課
管
理

係
参
事
）
中
野
晴
隆

組
織
の
見
直
し

・
文
化
振
興
課
市
民
文
化
係
と
市

史
編
纂
室
　
→
　
市
民
文
化
係

　
な
お
、
正
式
な
職
名
の
末
尾
に

つ
く
「
事
務
取
扱
」
に
つ
い
て
は
、

省
略
し
て
い
ま
す
。

　このほど、制作した市観光パン

フレット「宇土探訪」では、宇土

の歴史や文化財、観光地など宇土

の魅力を多方面にわたり、カラー

写真で紹介しています。

　市商工観光

課、市教委文

化振興課、網

津支所、網田

支所で無料配

付しています。

問い合せ先
市商工観光課観光物産係

緯鰻１１１１（内線２３２６）

観光パンフレットを
リニューアル
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入札の経緯については、市財政課で閲覧することができます。問い合せ先　市財政課契約管財係　緯鰻１１１１（内線２２３２）

公共工事等入札結果の公表

工　　　期指名
業者数落　札　業　者予定価格（税込）

落札額（税込）件　　　　名入札月日

Ｈ２０.　２.２１～Ｈ２０.　７.３１　９
珂水野建設コンサ
ルタント

２,７５７,０００

２,５７２,５００
宇土駅東広場駐輪場等測量設計業務委託 ２.１９

Ｈ２０.　３.　５～Ｈ２０.　３.２７　７蝦伊豫建設
　１６５,６４８

　１６０,６５０
曽畑地区農地災害復旧工事

 ３. ３

Ｈ２０.　３.１０～Ｈ２０.　３.３１１３珂サンワ
１,４７０,０００

１,３６２,９００
福祉センター身障者用便所改修工事

（単位：円）

　
４
月
１
日
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

で
平
成
　
年
度
の
教
職
員
辞
令
交

２０

付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
市
立
幼
稚
園
を
含
む

　
人
の
先
生
た
ち
に
辞
令
が
交
付

３７さ
れ
、
河
口
保
郎
教
育
委
員
長
が

「
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
に

情
熱
を
持
っ
て
、
指
導
に
あ
た
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
田

口
信
夫
市
長
は
「
国
際
社
会
に
羽

ば
た
く
人
材
を
育
て
て
い
た
だ
く

た
め
に
地
域
・
行
政
・
学
校
が
連

携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
先
生
方

の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
の
教
職
員
異
動
で

２０

市
内
の
各
小
・
中
学
校
に
赴
任
し

た
先
生
方
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）（
　
　
）
は
前
任
校
等

【
校
長
採
用
】

▼
宇
土
小（
上
益
城
教
育
事
務
所
）

　
西
山
敦
子

▼
網
田
中（
義
務
教
育
課
）　
福
冨

建
建
建
建
建
建
建
建

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

俊
幸

【
校
長
転
入
】

▼
緑
川
小（
松
合
小
）　
野
村
英
一

▼
網
田
小（
隈
庄
小
）　
髙
田
勝
廣

▼
鶴
城
中（
富
合
中
）　
沖
村
　
徹

▼
住
吉
中
（（
芦
）
葛
渡
中
）　
宇

都
正
利

【
教
頭
転
入
・
転
補
】

▼
花
園
小（
網
津
小
）　
坂
本
郁
博

▼
網
津
小（
花
園
小
）　
尾
崎
朋
晴

【
教
諭
転
入
・
転
補
・
採
用
】

▼
宇
土
小（
松
橋
小
）　
平
江
　
章

▽（
知
事
部
局
）　
折
田
衛
章
人
▽

内
田
裕
章

▼
花
園
小（
走
潟
小
）　
上
村
ち
さ

▽
勝
田
基
世

▼
走
潟
小（
豊
田
小
）　
吉
本
治
子

▼
緑
川
小（
宇
土
小
）　
村
田
眞
澄

▼
網
津
小（
豊
野
小
）　
東
　
利
恵

▽
（
河

江

小
）　
松

川
　
縁

▽

（（
天
）
登
立
小
）　
本
田
裕
子
▽

（
河
江
小
）　
堀
口
み
ほ

▼
網
田
小
（（
玉
）
桜
山
小
）　
中

村
伸
也
▽
（（
天
）
中
北
小
）　
守

田
衣
里

▼
宇
土
東
小（（
天
）
中
南
小
江
後

分
校
）　
田
中
夏
樹

▼
鶴
城
中（
豊
野
中
）　
前
田
由
起

▽
（
富
合
中
）　
松
岡
純
一
郎
▽

（（
阿
）
阿
蘇
北
中
）　
宮
﨑
勝
代

▽
（
砥
用
中
）　
小
夏
隆
雄
▽
（
小

川
中
）　
林
田
千
恵
美
▽
（
三
角

中
）　
田
口
敏
治
▽
（（
天
）
大
矢

教
職
員
辞
令
交
付
式

野
中
）　
髙
木
久
幸
▽
（
（
芦
）
田

浦
小
）
　
河
野
年
美
▽
山
本
樹
慶

▽
由
川
裕
治

▼
住
吉
中
（
鶴
城
中
）　
上
村
博
文

▽
（
不
知
火
中
）
　
須
藤
哲
郎
▽

（
（
芦
）
久
木
野
小
）　
嶽
下
大
輔

▽
（
（
鹿
）
鹿
本
中
）　
石
田
美
雪

▼
網
田
中
（
下
益
城
城
南
中
）
重

田
英
浩
▽
（
下
益
城
城
南
中
）
　
漆

島
未
央
▽（
富
合
中
）
　
杉
野
朋
之

【
学
校
栄
養
職
員
昇
任
】

▼
鶴
城
中
（
技
術
主
任
）
阿
曽
田

文
代

教
職
員
紹
介

小学校の先生たち
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"Hello， Everyone！ Welcome Back to Evan and Ted's English Adventure！

　みなさん、こんにちは。エヴァンとテッドのEnglish　Adventureへよう

こそ！今月は、タクシーに乗って道順を教えるときの例文を紹介します。

the light
 信号 
しんごう

Pass through the light．
信号を通り過ぎてください。

turn around
 向 きを 変 える
む か

Go straight．
真っ直ぐに進んで

ください。

Take a left．
左に曲がる

intersection
 交差点 
こうさてん

go back
 帰 る
かえ

Take a right at the light （corner）．
そこの信号（角）を、右に曲がってください。

I’m lost．Help ！ I don’t know where I am ！
道に迷った。助けて！　私がどこにいるのか、わかりません！

road  道路 
どうろ

street  通 り
とお

corner．
 曲 がり 角 
ま かど

cross the street
 通 りを 横切 る
とお よこぎ

香

肯

高
高
高
高

香
肯
高

香
肯香
肯
高

香
肯高 香

肯

高高
高

香

肯

高
高
高

香
肯

Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎｓ
ほうこう（方向）

Giving Simple Directions to a Taxi 

Driverタクシー運転手に目的地へ

の行き方を簡単に教える。

香
肯

高
高

香
肯
高

香
肯
高

熊本県立宇土高等学校
〒８６９－０４５４　宇土市古城町６３

緯鰻００４３　胃鰻４７５３

ＨＰ  http://www.higo.ed.jp/sh/utohs/

mail　uto@bears.ed.jp

理想の海に船出する　若人汝れに光あれ
うららかな日差しに恵まれた３月１日、本校第６０回の卒業式が行わ

れ、３０６人が本校を巣立って行きました。卒業生の合格者一覧です。

今年度はＡＯ・推薦入試を積極的に活用したり、

最後まであきらめず頑張り、前・後期ともに健闘

してくれました。過年度卒業生も熊本大学医学部・

東京工業大学等に合格することができました。

合計卒現大学名
３１１３０熊本県立大
１１福岡県立大
７７長崎県立大
１１宮崎公立大
５２３北九州市立大
１１山口県立大
３３下関市立大
１１首都大東京
１１大阪府立大
５１４４７合計

【公立大学】

合計卒現大学名
７９４７５熊本学園大
２７２７崇城大
１１尚絅大
１１３８九州ルーテル学院大
２３２３九州看護福祉大
１８２１６熊本保健科学大
３９４３５福岡大
２０３１７西南学院大
５５法政大
５５久留米大
３３中村学園大
２２別府大
５５立命館大アジア太平洋大
２１１青山学院大
２２中央大
２２明治大
１１早稲田大
２１１立命館大
６５１２５３その他の私大
３１２３０２８２合計

【私立大学】

合計卒現大学名
１１防衛大学校（理工）

【準大学】

合計卒現大学名
６６尚絅短
１１鹿児島女短
２２中村学園大短大部
１１香蘭女短
２２女子美大短大部
１１拓殖大北海道短
１３１１２合計

【短期大学】

合計卒現学校名
２２熊本医療附看護
１１天草市立本渡看護専門
１１熊本看護専門
３３熊本労災看護専門
２２防衛医大高等看護
１１鹿児島医療附看護
６６その他の高看
１６１６合計

【高看】

合計卒現学校名
３３熊本県立技術短期大学校
３３熊本市立総合ビジネス専門
３３九州中央リハビリ
２２熊本駅前リハビリ
１１崇城大学専門学校
２２常磐家政調理師専門学校
１４１４その他各種学校
２８２８合計

【その他各種学校】

合計卒現職種
１１国家Ⅲ種・税務（九州）
１１防衛省Ⅲ種
１１熊本県警
１１熊本県（一般事務）
１１熊本県（警察事務）
１１宇土市役所
１１海上保安学校
７６１計

【就職・公務員】

合計卒現大学名
２０９１１熊本大
６６九州大
７１６福岡教育大
５５長崎大
６１５佐賀大
１２２１０宮崎大
１１１１０鹿児島大
１１琉球大
２２広島大
２１１北見工大
１１横浜国立大
１１埼玉大
１１山口大
１１東京工業大
１１島根大
１１岡山大
７８１８６０合計

【国立大学】
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ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
募
集

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
宇
土
第
１
団

で
は
、
随
時
ス
カ
ウ
ト
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
６
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

男
女
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
入
隊

で
き
ま
す
。
ス
カ
ウ
ト
活
動
は
、

毎
月
１
～
２
回
程
度
で
、
週
末
を

利
用
し
て
行
い
ま
す
。
活
動
場
所

は
、
基
本
的
に
宇
土
市
を
中
心
と

す
る
エ
リ
ア
で
す
。

　
夏
は
キ
ャ
ン
プ
、
春
秋
は
野
山

を
歩
き
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
自
然
へ
の
感
謝
の
心
を
育
て
ま

す
。
ま
た
、
社
会
奉
仕
活
動
へ
の

参
加
を
通
じ
て
、
奉
仕
の
精
神
を

養
う
と
と
も
に
、
仲
間
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
て
、
お
互
い
に
尊
重

し
あ
う
心
を
養
い
ま
す
。

　
ス
カ
ウ
ト
の
年
齢
に
応
じ
て
次

の
よ
う
な
隊
編
成
が
な
さ
れ
、
年

齢
に
応
じ
た
ス
カ
ウ
ト
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

う
と
Ｓ
Ｃ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

「
サ
ウ
タ
ー
ル
」
会
員
募
集

　
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
向
上
、
地
域

活
動
の
参
加
を
目
的
と
し
た
活
動

を
実
施
す
る
「
サ
ウ
タ
ー
ル
」
会

ＥＭネットワークＥＭネットワーＥＭネットワークク

　宇土ライオンズクラブでは、ＥＭを利用したまちづくりを応援しています。

問い合せ先　宇土ライオンズクラブ　事務局　緯鰻０５９３

ＥＭを使用して

市民の皆さんに「ＥＭ活性液（５００ml×２００本）」を無料で配布します。

日時　４月２２日（火）午前１０時～　場所　宇土中央公民館　玄関

ビ
ー
バ
ー
隊
　
６
歳
（
小
学
校
入

学
前
）
～
小
学
２
年
生
　
　

カ
ブ
隊　

小
学
２
年
生
～
５
年
生

ボ
ー
イ
隊　

小
学
校
５
年
生
～
中

学
校
３
年
生
　
　
　
　
　
　

ベ
ン
チ
ャ
ー
隊　

中
学
校
３
年
生

～
　
歳
未
満
　
　
　
　
　
　
　

１８
　
ま
ず
は
、
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
見

学
（
体
験
）
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
リ
ー
ダ
ー
も
併
せ
て

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

宇
土
第
１
団
本
部
　
鏡
昭
二
　
緯

鰻
０
３
０
７
、
田
尻
清
孝
（
宇
土

市
役
所
内
）
緯
鰻
１
１
１
１

ボーイスカウトによるＥＭ団子作成

宇
土
ハ
ー
モ
ニ
カ
同
好
会

会
員
募
集

◎
毎
月
２
回
（
日
曜
日
）
集
ま
っ

て
練
習
し
ま
す
。

◎
入
会
随
時
・
会
費
不
要

◎
未
経
験
の
方
は
入
門
・
初
級
の

段
階
か
ら
学
べ
ま
す
。

◎
福
祉
施
設
で
の
演
奏
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
５
月
５
日
に
児
童
セ
ン

タ
ー
で
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
古
家
久
　
緯
鰻
１

５
４
２

員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
　
男
女
問

わ
ず
。小
学
１
年
生

～
６
年
生
を
原
則

と
し
ま
す
。

活
動
日
　
毎
週
火
・
木
曜
日
、
午

後
５
時
～
午
後
７
時
、
土
曜
日
も

実
施
し
ま
す
。

場
所
　
市
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

会
費
　
原
則
「
う
と
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
の
年
会
費
４
０
０
０
円
お

よ
び
月
会
費
３
０
０
０
円
程
度
。

指
導
者
　
サ
ッ
カ
ー
の
経
験
者
お

よ
び
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
認
定
指

導
員

連
絡
・
問
い
合
せ
先　

大
久
保
孝

介
　
緯
０
９
０
（
６
２
９
３
）
２

３
２
３

★ＥＭ活性液を入れた水（約１００倍希釈）を「シクラメン」に与えたところ、とてもきれい

に咲いています。

　※昨年の鉢植や、しなびた鉢植えが、とてもきれいに咲きました。

　※ＥＭを入れると、花が一段、高く伸びて咲きました。

　※葉もツヤがあり、とても、いきいきしています。

★２月にＥＭの講演と実演講習会を行い、参加者から、「講習会で作成し

たＥＭぼかしが良い状態で出来上がり、色々な場面で使用しており、

今後もＥＭぼかし等各自で作成し、エコ活動にも取り組んでいきた

い」と連絡がありました。

【暖かくなり、ＥＭの活動に良い季節になりました。まずは使ってみてください】

【４月２９日、船場川クリーン作戦で、ＥＭぼかし団子の投入を行います】
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宇
土
お
じ
ゃ
め
愛
好
会会員

募
集

例
会
　
毎
月
第
１
木
曜
日
　
午
前

　
時
～
　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

１０和
室
（
見
学
歓
迎
）

◎
新
し
い
お
手
玉
遊
び
で
健
康
づ

く
り
（
高
度
な
技
は
要
り
ま
せ

ん
）

◎
懐
か
し
い
遊
び
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
施
設
訪
問
な
ど
年
間
　
回
６０

以
上
）

◎
地
域
に
残
そ
う
、
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
よ
う
（
お
じ
ゃ
め
遊
び

の
普
及
と
伝
承
）

４月２９日はつつじヶ丘へ行こう！

年
会
費
　
１
０
０
０
円
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
）

問
い
合
せ
先　

事
務
局
（
高
橋
）

緯
鰻
３
３
３
６

ふるさとフェスタ問い合せ先
独里ごつの会　緯姥３２９０（青年塾内）

宇城植樹祭問い合せ先
市農林水産課（農林係）　緯鰻１１１１（内線２３１４）

日時　４月２９日（祝）午前１０時～午後４時

場所　宇土市椿原町つつじヶ丘公園一帯

in

つつじヶ丘

おどろき！轟！ふるさとフェスタ
「なんなっと！せんば祭」「宇土城お城まつりⅠ・

Ⅱ」に続く、宇土のふるさと再発見！第４弾

　にわか劇「宇土黄門」ほか楽しいイベント、ダーツや

射的などのゲーム、各種バザー、豪華景品が当たる大抽

選会等で皆さまのお越し

をお待ちしています。

　また、午前９時から宇

城植樹祭も行われます

　新緑の薫る世界へ、家

族で出かけましょう！

市
制
施
行　

周
年
記
念

５０

宇
土
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

期
日
　
５
月
　
日
（
日
）

２５

場
所
　
チ
ェ
リ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
宇
土
コ
ー
ス

時
間
　
８
時
～
　
ア
ウ
ト
・
イ
ン

同
時
ス
タ
ー
ト

参
加
料
　
２
０
０
０
円

料
金
　
う
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
８
０
０
０
円
　
ビ
ジ
タ
ー
９
０

０
０
円
（
食
事
、

飲
み
物
付
）

申
込
期
限
　
５

月
　
日
（
月
）（
定
員
に
な
り
次
第

１２
締
め
切
り
ま
す
）

申
込
場
所
　
市
体
育
協
会
事
務
局

（
市
教
育
委
員
会
内
）
緯
鰻
６
５

０
０
（
担
当
川
口
）

内　容
　◎オープニング

　　和太鼓演奏、餅投げ

　◎体験コーナー

　　ちくわとパンを焼こう

　　木片でトントン

　　和菓子作り・バルーンアート

　　１，６００個の積み木で遊ぼう

　◎その他　ヒップホップ、ブレイクダン

ス、ビンゴゲーム、日用品バザー、食

バザーなど

入場料　無料（一部体験コーナーで要材料費）
問い合せ先　うきうき子どもフェスティバル
実行委員会（宇城子ども劇場）　緯姥３１３８

～遊ぶ力は・生きる力…感動　体験～

日時　４月２７日（日）（雨天決行）

　　　午前１０時３０分～午後２時

場所　市武道館（予定）

家
庭
倫
理
講
演
会

　
家
庭
倫
理
講
演
会
で
は
、
家
庭

を
よ
く
し
、
地
域
を
よ
く
す
る
活

動
を
推
進
し
、
そ
の
具
体
的
な
実

践
を
提
言
し
ま
す
。
家
族
の
形
が

変
容
し
、
夫
婦
や
親
子
の
愛
と
絆

が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
今
日
、
家
庭
の
本
来
の
役
割
を

見
つ
め
な
お
し
、
親
の
自
己
教
育

力
を
高
め
、
ゆ
る
ぎ
な
い
、
明
る

く
楽
し
く
、
温
も
り
の
あ
る
家
庭

を
築
く
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

日
時
　
４
月
　
日
（
日
）　

２７

　
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ

講
師
　
田
形
健
一

　
　
　
社
団
法
人
倫
理
研
究
所

入
場
整
理
券
　
１
０
０
０
円

そ
の
他
　
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
高
岡
久
美
子
　
緯

鰻
４
４
５
６

第９回うきうき子どもフェスティバル

わ
友だちの

Ｑ．お仕事は？

Ａ．熊本学園大学の学生です。

Ｑ．長所、短所は？

Ａ．長所は思いやりがあるところ。

短所は心配性。

Ｑ．趣味は？

Ａ．野球、映画鑑賞

Ｑ．将来の夢は？

Ａ．大きな一軒家に住む。

Ｑ．理想のタイプは？

Ａ．明るくて、若干たれ目な人

（笑）芸能人では、加藤あい。

Ｑ．「伝えたい一言」とその相手は？

Ａ．両親へ。自分の納得できると

ころに就職し、安心させます。

Ｑ．次は誰を？

Ａ．小畑啓太郎さんを
吉本怜史さん
（住吉町）
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第　

回
宇
土
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗

３１
争
奪
小
学
校
球
技
大
会

　
２
月
　
日
、
運
動
公
園
グ
ラ
ウ

１６

ン
ド
と
市
民
体
育
館
で
第
　
回
宇

３１

土
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
争
奪
小
学
校
球

技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
宇
土
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
桑
田
宏
一
会
長
）
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
各
学
校
の
交
流

と
親
睦
を
深
め
る
と
共
に
、
フ
ェ

ア
プ
レ
ー
の
精
神
を
培
い
、
正
し

く
力
強
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
、
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。
各
種
目
の
優
勝

チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
。

サ
ッ
カ
ー
網
田
小
、
男
子
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
宇
土
小
、
女
子

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
網
津
小
、

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
宇
土
小
Ａ
、

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
花
園
小

宮崎裕誓選手（宇土小）の力強い選手宣誓

宇
土
東
小
学
校

２
分
の
１
成
人
式

　
３
月
９
日
、
宇
土
東
小
学
校

宇野校長から一人ひとりに授与

網
田
中
学
校
に
庭
園
が
完
成

　
３
月
７
日
、
網
田
中
学
校
（
江

﨑
一
成
校
長
）
校
門
前
に
そ
ろ
ば

ん
の
木
な
ど
を
植
樹
し
た
庭
園
が

完
成
し
ま
し
た
。
庭
園
は
平
成
　１７

年
か
ら
３
年
間
、
行
っ
た
小
中
一

貫
教
育
の
指
定
終
了
を
記
念
し
て

造
ら
れ
、
庭
園
の
中
に
は
、
網
田

小
中
学
校
で
そ
ろ
ば
ん
を
指
導
し
、

今
年
１
月
に
亡
く
な
っ
た
故
池
田

進
さ
ん
を
し
の
ぶ
た
め
、
そ
ろ
ば

ん
の
玉
に
使
わ
れ
る
イ
ス
ノ
キ
と

ツ
ゲ
も
植
樹
し
て
あ
り
ま
す
。

そろばんの木の前で黙とう

　誕生日を迎える３歳までの

子どもさんの写真を掲載しま

す。誕生月の掲載になります

ので、誕生月の前月２５日（２５

日が休日の場合は前日）を締

切日とします。本人・保護者

の名前、生年月日、住所、写

真にコメントを添えて宇土市

役所の広報担当または網津・

網田支所まで申し込んでくだ

さい。応募多数の場合は抽選

になります。

問い合せ先　市企画情報課広報
電算係　緯鰻１１１１（内線２２０６）

 勝永 　 龍貴 くん（網津町）
かつなが りゅうき

【Ｈ１９年４月１２日生　１歳】

とっても、やんちゃになり

ました。

ヒロにーちゃん、ハルにー

ちゃん、だーいすき。

 福永 　 温心 くん（栗崎町）
ふくなが あつし

【Ｈ１９年４月１５日生　１歳】

 西口 　 晃嗣 くん（境目町）
にしぐち こうし

【Ｈ１８年４月２５日生　２歳】

じいちゃん、ばあちゃん、

見て咳かっこいいでしょ鎧

 植田 　 太陽 くん（境目町）
うえだ たいよう

【Ｈ１９年４月３日生　１歳】

大きく、強い男になぁ咳れ鎧

 中村 　 真桜 ちゃん（神馬町）
なかむら まお

【Ｈ１７年４月１７日生　３歳】

ヒカル大好き竃お姉ちゃん

になりました。

（
宇
野
哲
博
校
長
）
で
２
分
の
１

成
人
式
が
行
わ
れ
、
同
小
の
４
年

生
や
そ
の
保
護
者
等
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
式
で
は
、
２
分
の
１
成
人
式
証

書
を
授
与
し
た
後
、
宇
野
校
長
が

「
育
て
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
と
う

と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、
す
す
ん

で
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
児
童
一
人
ひ
と
り
が
将

来
の
夢
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る

と
保
護
者
が
笑
顔
で
応
え
、
会
場

は
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　
同
日
は
、
全
校
生
徒
　
人
が
庭

９５

園
前
に
集
合
。
生
徒
を
代
表
し
て
、

黒
田
憲
人
く
ん
が
「
登
下
校
中
に

こ
の
木
を
見
て
池
田
先
生
と
過
ご

し
た
日
々
を
思
い
出
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
全
員
で
黙

と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
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第
４
回
松
永
杯
争
奪

ペ
タ
ン
ク
大
会

　
３
月
２
日
、
市
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
第
４
回
松
永
杯
争
奪
ペ

タ
ン
ク
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優
勝
　
佐
野
ペ
タ
ン
ク
組
合
Ｄ

２
位
　
曽
畑
Ａ

優勝した佐野ペタンク組合Ｄの皆さん

第　

回
小
・
中
学
校

１５

学
年
別
剣
道
大
会

　
３
月
８
日
、
網
田
小
体
育
館
で
、

第
　
回
小
・
中
学
校
学
年
別
剣
道

１５
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
の
一
環
で
、
青
少
年
の

健
全
育
成
や
非
行
防
止
等
を
目
的

と
し
て
、
宇
城
地
区
保
護
司
会
宇

土
支
部
、
市
剣
道
連
盟
が
主
催
す

る
も
の
で
す
。

　
大
会
に
は
、
市
内
の
小
・
中
学

生
　
人
の
剣
士
が
参
加
し
、
白
熱

６２
し
た
個
人
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
各
学
年
の
優
勝
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

小
学
３
年
以
下
の
部
　
宮
田
虎
太

郎（
宇
土
剣
）、
小
学
４
年
の
部
　

加
藤
康
朗（
花
園
小
）、
小
学
５
年

の
部
　
野
添
拓
生（
自
修
館
）、
小

学
６
年
の
部
　
池
田
悠
斗
（
花
園

小
）、
中
学
１
年
男
子
の
部
　
丸

山
祐
作（
鶴
城
中
）、
中
学
２
年
男

子
の
部
　
河
上
和
磨
（
自
修
館
）、

中
学
女
子
の
部
　
元
田
美
代
子

（
鶴
城
中
）

大会で優勝を果たした選手たち

　
市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典

返
し
と
し
て
、
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

▽
戸
　
口
　
町
　
　
曽
方
冨
加
男

　
亡
妻
　
　
マ
ツ
子
　
　（
七
九
）

▽
石
　小
　路
　町
　
　
井
上
　
正
弘

　
亡
父
　
　
元
　
夫
　
　（
九
〇
）

▽
住
　
吉
　
町
　
　
岩
村
　
東
洋

　
亡
妻
　
　
シ
ズ
ノ
　
　（
九
一
）

▽
北
　段
　原
　町
　
　
今
村
　
　
均

　
亡
母
　
　
フ
ミ
子
　
　（
七
四
）

▽
松
　
山
　
町
　
　
田
島
　
明
子

　
亡
夫
　
　
美
智
也
　
　（
四
八
）

▽
神
　
馬
　
町
　
　
平
野
　
竹
香

　
亡
夫
　
　
護
　
　
　
　（
七
〇
）

▽
門
　
内
　
町
　
　
宮
本
チ
ヅ
子

　
亡
夫
　
　
戦
　
時
　
　（
六
二
）

▽
古
　保
　里
　町
　
　
小
代
實
千
代

　
亡
夫
　
　
教
　
男
　
　（
七
五
）

▽
一
　里
　木
　町
　
　
守
田
　
　
泉

　
亡
夫
　
　
博
　
人
　
　
（
八
八
）

▽
岩
　古
　曽
　町
　
　
那
須
　
義
則

　
亡
母
　
　
リ
シ
子
　
　（
九
一
）

▽
馬
　之
　瀬
　町
　
　
堂
上
　
好
宣

　
亡
母
　
　
キ
ミ
子
　
　
（
八
三
）

▽
伊
　無
　田
　町
　
　
東
　
　
美
好

　
亡
父
　
　
光
　
義
　
　（
八
七
）

▽
野
　
鶴
　
町
　
　
磯
部
ト
シ
コ

　
亡
夫
　
　
一
　
市
　
　
（
八
四
）

▽
岩
　古
　曽
　町
　
　
野
口
マ
ツ
エ

　
亡
夫
　
　
竹
　
雄
　
　
（
八
六
）

▽
岩
　古
　曽
　町
　
　
木
下
キ
ミ
ヨ

　
亡
夫
　
　
國
　
男
　
　
（
八
一
）

▽
本
町
六
丁
目
　
　
佐
藤
　
　
宏

　
亡
母
　
　
秋
　
子
　
　
（
九
二
）

▽
下
　網
　田
　町
　
　
小
﨑
美
都
子

　
亡
母
　
　
永
野
正
子
　（
九
五
）

▽
境
　
目
　
町
　
　
髙
畠
　
　
等

　
亡
父
　
　
申
　
年
　（
一
〇
一
）

▽
松
　
山
　
町
　
　
平
山
　
澄
子

　
亡
夫
　
　
鐵
　
也
　
　（
六
七
）

▽
野
　
鶴
　
町
　
　
千
場
マ
サ
子

　
亡
夫
　
　
行
　
夫
　
　
（
七
九
）

▽
境
　
目
　
町
　
　
本
郷
ヨ
シ
ノ

　
亡
夫
　
　
民
　
雄
　
　（
九
三
）

▽
栄
　
　
　
町
　
　
稲
生
　
和
子

　
亡
夫
　
　
敏
　
郎
　
　（
六
一
）

▽
神
　
馬
　
町
　
　
栗
田
　
　
弘

　
亡
父
　
　
秋
　
生
　
　
（
八
八
）

香
典
返
し

第　

回
宇
土
市
バ
ウ
ン
ド
テ

１２
ニ
ス
協
会
親
善
大
会

　
３
月
２
日
、
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会

親
善
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

ラ
リ
ー
戦
優
勝
　
り
ん
ど
う
チ
ー

ム
　
小
林
淑
二
、
本
田
五
巳
、
岩

崎
逸
子
、
佐
方
千
香
子
、
野
口
洋

恵
　
２
位
　
す
い
せ
ん
チ
ー
ム
　

北
野
国
治
、
前
田
大
和
、
前
田
壽

子
、
山
下
明
子
、
八
木
雅
子
、
村

田
節
子

Ｔ
試
合
優
勝
　
り
ん
ど
う
チ
ー
ム

小
林
淑
二
、
本
田
五
巳
、
岩
崎
逸

子
、
佐
方
千
香
子
、
野
口
洋
恵
　

２
位
　
パ
ン
ジ
ー
チ
ー
ム
　
野
村

保
幸
、
草
場
憲
治
、
高
江
律
子
、

今
村
都
紀
子
、
湯
野
房
子

新
春
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

　
２
月
　
日
、
市
民
体
育
館
で
新

１７

春
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、

Ａ
ク
ラ
ス
に
　
チ
ー
ム
、
Ｂ
ク
ラ

１６

ス
に
　
チ
ー
ム
、
Ｃ
ク
ラ
ス
に
　

１２

１２

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
大
会

の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
　
Ｎ
Ｏ
Ｅ
Ｌ

Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
　
グ
ロ
ッ
ト
　

Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝
　
シ
ャ
ー
マ
ン

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ペ
タ
ン
ク
大
会

　
３
月
６
日
、
市
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
国
保
杯
争
奪
健
康
づ
く

り
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
大
会
は
、
会
員
の
体
力
維

持
増
強
と
親
睦
・
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
。
今
回
は
、
　２４

組
　
人
が
出
場
し
、
熱
戦
が
繰
り

７２
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。 円
円
円
円
円
円
円
 （
敬
称
略
）

優
勝
　
走
潟
Ｆ
　
田
代
征
喜
、
田

代
昭
恵
、
重
元
潤
　

２
位
　
緑
川
西
　
伊
藤
春
江
、
岩

本
静
子
、
岩
本
幸
子

最
高
年
齢
者
賞
男
子
　
馬
場
ク
ラ

ブ
・
田
上
正
夫
（
　
歳
）

８１

最
高
年
齢
者
賞
女
子
　
緑
川
西
・

伊
藤
春
江
（
　
歳
）

８３
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市
議
会
傍
聴
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
３
月
６
日
、
７
日
、「
青
年
協
議

会
」（
上
村
剛
代
表
）
が
平
成
　
年
２０

第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
本
会
議

を
傍
聴
す
る
方
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
は
、
傍
聴
を
希
望

す
る
老
人
ホ
ー
ム
等
利
用
者
の
送

迎
や
車
椅
子
で
来
庁
し
た
方
へ
の

階
段
の
昇
り
降
り
の
補
助
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
上
村
代
表
は
「
傍
聴
す
る
方
が

増
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
全
国
表
彰
を
受
賞

　
２
月
　
日
～
　
日
、
福
島
県
で

１５

１７

第
　
回
全
国
子
ど
も
会
育
成
中
央

４１
会
議
・
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、

席
上
、
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

の
鏡
純
子
さ
ん
（
椿
原
町
）
が
表

彰
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
、

子
ど
も
会
の
指
導
者
・
育
成
者
と

消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰
を

受
賞

　
３
月
６
日
、
苛
労
災
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
の
施
設
長
と
職
員
が
市
庁
舎

を
訪
れ
、
田
口
信
夫
市
長
に
消
防

団
等
地
域
活
動
表
彰
（
事
業
所
表

彰
）
受
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
表
彰
は
、
消
防
団
員
で
あ
る

勤
務
者
を
雇
用
し
、
消
防
団
活
動

を
支
援
す
る
事
業
所
に
消
防
庁
が

表
彰
状
を
授
与
す
る
も
の
で
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
３
人
の
職

員
が
市
消
防
団
員
と
し
て
活
動
。

ま
た
、
事
業
所
全
体
で
消
防
団
活

動
へ
の
協
力
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
お
り
、
市
の
防
災
行
政
活
動
に

理
解
が
深
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

尽
力
さ
れ
た
方
に
対
し
て
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
宇
土
市
に
所
在
す

る
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、
Ｅ
Ｓ

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
熊
本
Ｆ
Ｃ
（
旧
Ｆ

Ｃ
宇
城
）
が
九
州
女
子
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
に
昇
格
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
同
リ
ー
グ
で
は
、
九
州
各
県
の

Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
熊
本
Ｆ
Ｃ
が
九

州
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
に
昇
格

議会傍聴のボランティアをする青
年協議会の皆さん

地域への貢献が認められて受賞

おめでとうございます

九州女子サッカーリーグに挑戦

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
が
、

ホ
ー
ム
ア
ン
ド
ア
ウ
ェ
イ
方
式
で

４
月
か
ら
　
月
ま
で
熱
戦
を
繰
り

１１

広
げ
ま
す
。

　
同
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
選
手
は

ほ
ぼ
鶴
城
中
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
の

Ｏ
Ｇ
。
同
チ
ー
ム
の
渡
辺
亨
代
表

は
「
一
戦
ず
つ
大
事
に
戦
っ
て
、

リ
ー
グ
か
ら
転
落
し
な
い
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
方
か
ら
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
 円
円
円
円
円
円
円
 （
敬
称
略
）

市
内
７
校
小
学
校
の
図
書
文
庫
へ

▽
宇
土
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
図
書

市
役
所
へ

▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
宇
城
営
業
所

　
「
電
話
お
願
い
手
帳
」
１
０
０

　
部
、「
ふ
れ
あ
い
速
達
便
」　

部
５０

電話お願い手帳とふれあい速達便
は市福祉課に用意してあります

宇土ライオンズクラブが３３年前から市内
小学校にライオンズ文庫として本を贈呈

皆さまのご協力

ありがとうございました

　市では、２月から３月上旬にかけ

対象バス路線及び市内各病院、

ショッピングセンター等において

バス利用の実態調査を実施しまし

たところ、大変お忙しい中、多く

の市民の皆さまにアンケート調査

にご協力いただきました。

　誠にありがとうございました。

　この貴重なご意見は、分析・検

討をしたうえで、今後の公共交通

政策に活用させていただきます。

　今後とも市民の

皆さまのご理解、

ご協力をお願いし

ます。
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図書館からのお知らせ 
新 　刊　 案　 内

児　童　図　書

齋藤洋　著かんたんせんせいとライオン

中川季枝子　著いたずらきつね

谷澤容子　著世界の保存食４肉の保存食

那須正幹　著衣世梨の魔法帳たんじょうびのびっくりプレゼント

L・S・マシューズ　著フィッシュ

パトリシア・L・ギフ　著リリー・モラハンのうそ

ルーシー・ホーキング　著宇宙への秘密の鍵

エミリー・グラヴェット　著日本の林業２　木を使う・親しむ

谷澤容子　著オオカミ

ビル・スレイヴィン　著こんなふうに作られる！

一　般　図　書

前田浩　著活性酸素と野菜の力

吉田修一　著静かな爆弾

川上未映子　著乳と卵

角田光代　著福袋

山本一力　著くじら日和

伊集院静　著羊の目

石田衣良　著夜を守る

児童虐待問題研究会Ｑ＆Ａ児童虐待防止ハンドブック

大海勝子　著道草料理入門

安部宗正　著裏千家茶道灰形と灰を作る

中高生向け（ヤングアダルトコーナー）

濱野京子　著フュージョン

ステファン・ボーネン　著１００パーセントレナ

くさばよしみ　著地球を救う仕事１平和な世界をつくりたい

澤見彰　著燃えるサバンナ

※下記以外にも新刊はたくさん入っています。図書館ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

問い合せ先　市立図書館　緯鰻４５１２

　ＨＰhttp：//www．city．uto．kumamoto．jp/lib/

日時　４月２２日（火）、５月１３日（火）・２７日（火）

　　　午前１０時３０分～（約２０分）

場所　図書館　１階　児童図書室

０・１・２歳児対象のおはなし会

【らっこのじかん】

　このたび、橘　閨子さん（本町５丁目）から市立

図書館へ本（一般書と児童書）の

寄贈がありました。図書コーナー

を設けますので、どうぞご利用く

ださい。

寄贈図書のお知らせ

乳幼児・小学生対象のおはなし会

４月１６日　オレンジのとびら

　　　２３日　宇城子ども劇場

　　　３０日　ひまわり会

５月　７日　小袖おはなし会

　　　１４日　あみつ絵本の会

日時　毎週水曜日　午後４時～（約３０分）

場所　図書館　１階　児童図書室

『えほんのじかん』

４月１７日（木）・２０日（日）・２４日（木）・２９日

（火）５月１日（木）・３日（土）・４日（日）・５日

（月）・６日（火）・８日（木）・１５日（木）

【 休 館 日 】

日時　４月１９日（土）

場所　市立図書館　１階　郷土資料室

≪上映会≫　午前１０時～

「ムーミン谷の彗星」（２００６年　６２分）

　ムーミン一家がムーミン谷に引っ越してすぐに巨

大な彗星が地球に近づいてきていることを知ります。

詳しい情報を得るためにムーミンたちはおさびし山

の展望台へと向かい…。個性的なキャラクターたち

が美しい映像と音楽で描かれている作品です。

≪おはなし会≫　午後２時～

公演　　「あみつ絵本の会」のみなさん

　絵本の読み聞かせや手遊び・歌遊びなど盛りだく

さんのおはなし会。

みんなおいでよ！春の上映会とおはなし会

　子ども読書週間（４月２３日～５月１２日）開催イ

ベントです。

≪たのしい絵本展≫テーマ　－いのちについて－

　地球という大きな生命体で私たちは生まれ死を迎

えます。つながりあういのち、生命の尊さを絵本を

通して考えませんか。

≪東京木目込人形作品展≫

　「東京木目込人形」のみなさんが作られた手づく

りの人形作品展です。

４月２３日は子ども読書の日
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食食食食食食食食食食食食食食食食育育育育育育育育育育育育育育育育ににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててて考考考考考考考考考考考考考考考考ええええええええええええええええててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみままままままままままままままままししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょ食育について考えてみましょううううううううううううううううう
　「食」は毎日の生活に欠かすことができません。しかし、食をめぐって多

くの問題点・課題があります。そこで、こういった現状に対処するために、

「食育」に視点をあて、広く国民運動として推進するために食育基本法とい

う法律も成立しました。健やかで心豊かな毎日をすごすために、食育につい

てみんなで考えてみましょう。

市管理栄養士　秋山

①肥満や生活習慣病の増加

②栄養バランスの偏った食事や不規則

な食事の増加

③「食」の安全上の問題の発生

④過度の痩身志向

⑤「食」を大切にする心の欠如

⑥「食」の海外への依存

⑦伝統ある食文化の喪失

食育の必要性

食育基本法の制定

食育推進基本計画

の策定

宇土市食育推進計

画の策定

「食育」とは？

○生きる上での基本であって、知

育、徳育及び体育の基礎となる

べきもの

○様々な経験を通じて「食」に関

する知識と「食」を選択する力

を習得し、健全な食生活を実践

することができる人間を育てる

こと

食をめぐる現状

全講座申込方法　【費用】　　全講座　参加費無料
　　　　　　　　【募集締切】　４月３０日（水）

申込・問い合せ先　　市立図書館　緯鰻４５１２

おはなしボランティア講座　参加者募集！
　市立図書館では読み聞かせのできる人材を育成す

るため以下の３講座を開講します。興味や関心のあ

る方はぜひご参加ください。

≪講座１　読み聞かせボランティア養成講座（初心者向け）≫
対象　宇土市在住で講座終了後市内各地域で活動でき

る方。原則として初心者で全４回受講できる方。

内容　読み聞かせがもたらすもの・絵本の選び方・プ
ログラムの立て方など

講座日　６月５日・１２日・１９日・７月３日（木曜日）
時間　午前１０時～正午（２時間）
講師　高野　和佳子さん（絵本とおはなしの店ぺぺぺぺらん）
場所　市立図書館　１階　郷土資料室
定員　２０人　※先着順

≪講座２　小宮楠緒講演会≫
講師　 小宮 

こみや

 楠緒 さん（子どもの本の店　竹とんぼ店主）
なお

　　　　阿蘇西原に児童書専門店を経営し、良書の普

　　　及や良書の復刊活動、書評の連載などによる良

　　　書の広報に努めています。

講演日　６月１４日（土）　午後１時～３時（２時間）
場所　市青少年ホーム　１階　講習室
定員　３０人　※先着順

≪講座３　　志岐有子講演会≫

講師紹介　 志岐 
しき

 有子 さん　清水公民館図書室「おはなしのへや」語り手の会代表
ゆうこ

　８７年より「おはなしのへや」で語りのボランティアを始め、

語りを中心としたおはなし会活動を継続しており、くまも

との昔話絵本「ぼんさらや」を熊日出版より発刊しています。

講演日　６月２１日(土)　午後１時～３時（２時間）
場所　市青少年ホーム　１階　講習室
定員　３０人　※先着順

当日は、問診票・母子手帳をご持参ください。

問い合せ先　市保健センター　緯鰻２３００

ポリオ予防接種を以下のとおり実施します。

体調の良い時に、できるだけ３カ月～１歳半の間に受

けましょう。

対象者受付時間場所期日

接種日時点

で生後３カ

月～７歳半

未満の方

１３：１０～１４：２０

診察は１３：３０から
になります
※番号札は正午に
出します。

市
保
健
セ
ン
タ
ー

４月１５日（火）

４月２３日（水）

４月３０日（水）

５月１３日（火）

５月２２日（木）

平成２０年度ポリオ予防接種日程表

　４月１日から妊婦健診の公費負担の回数が２回から５回へ

増加しました。すでに妊婦健診受診票の交付を受けた妊婦

のうち妊娠３８週未満の場合は，下記の通り妊娠週数に応

じて新受診票との交換を行います。受診票には妊婦健診を

受けていただきたい時期に基づいて受診期間が指定されて

います。期間を過ぎての交換は行うことができません。

妊婦健診の公費負担が変わりました

対　象　者：妊娠３８週未満の妊婦（３８週までが受診票の
利用対象者）

交換期間：４月１５日～５月３０日
　　　　　保健センター窓口受付時間８：３０～１７：３０

（土・日・祝日を除く）

　　　　　郵送は５月２６日の消印まで有効

交換方法：交付してある受診票のうち未使用のものを提
出して新受診票と交換

持参するもの：印鑑、すでに発行している受診票
※郵送による交換希望の方は、事前にお電話ください。連絡を受けて

から交換に必要な書類を送付します。交換には印鑑が必要ですので、

捺印書類が保健センターへ届いた後に差し替え手続きとなりま

す。 (時間がかかるため、余裕を持って手続きをしてください)
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　市保健センターでは、毎週金曜日に健康相談を

行っています。赤ちゃんから高齢者の方まで、ど

なたでもご利用できます。気軽にご利用ください。

受付時間　午前９～１１時
　　　　　（事前に電話での予約が必要です）

内　　容　身体測定、体脂肪測定、栄養相談など
その他、健康に関することで相談したいことがあ

る方はご相談ください。

健康相談をご利用ください

記事に関する問い合せは、市保健センター　緯鰻２３００まで

日曜・祝日当番医
電　話病・医院名月　日

２２－０３２４上野小児科医院（城之浦町）
　４．２０

２２－０１０８高浜医院（城之浦町）

２２―０２４１尾崎医院（本町１丁目）
　４．２７

２２－０８７３吉田耳鼻咽喉科医院（浦田町）

２２－３６９２本多胃腸科内科医院（浦田町）
　４．２９

２２－６０００ 野整形（高柳町）

２２－００１７金森医院（本町６丁目）
　５．　３

２７－１６１６小田医院（上網田町）

２２－０５５５七川医院（浦田町）　５．　４

２２－０００２福田医院（本町３丁目）
　５．　５

５８－１４１１やまもと泌尿器科クリニック（南段原町）

２２－１６００宇土中央クリニック（浦田町）
　５．　６

２２－６６００むらかみ眼科クリニック（南段原町）

２２－１２３４石垣医院（浦田町）
　５．１１

２３－５８５１草場医院（松原町）

２２－３２０３吉窪内科放射線科医院（入地町）
　５．１８

２２－５５２２田山産科婦人科医院（入地町）

（診療時間：午前９時～午後５時）

健康カレンダー

対象・その他受付時間場所内　容月　日

妊　婦
午前１０時
　～１０時１５分

市
保
健
セ
ン
タ
ー

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

毎　週
火曜日

１７年３月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

３歳児
健康診査

　４．１７

２０年２月生まれ
午前　９時１５分
　～　９時３０分

すくすく学級　４．２３

２０年１月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

３カ月児
健康診査

　５．　１

１８年４月生まれ
午前　９時
　～　９時１５分

ぴかぴか教室　５．　８

１９年１０月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

６カ月児
健康診査

　５．　８

１９年１月生まれ
午前　９時
　～　９時１５分

幼児歯科教室　５．１２

１８年１０月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

１歳６カ月児
健康診査

　５．１４

１７年４月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

３歳児
健康診査

　５．１５

２０年３月生まれ
午前　９時１５分
　～　９時３０分

すくすく学級　５．２８

※当番医は変更になる場合があります。休日の問い合せ

は、石垣医院（緯鰻１２３４）にお願いします。

　平成２０年４月から「麻しん根絶計画」として５

年間限定で第３期・第４期の対象者が加わりまし

た。第２期～第４期の接種対象者へは３月に個別

通知しています。体調の良いうちに早めに接種し

ましょう。

　接種対象者、接種期間、接種医療機関は、下表

をご覧ください。接種期間を

過ぎての接種は、任意接種

（自己負担１２,０００円程度）と

なりますのでご注意ください。

　なお、通知時期に転入され

た方へは通知が届きませんの

で、直接、市保健センターへ

問い合せください。

麻しん・風しん予防接種に
新たな接種対象者が加わりました

接種対象年齢・接種期間

接種期間接種対象者
予防
接種
期間

１歳の誕生日から

２歳の誕生日の前

日まで

生後１２カ月～

２４カ月未満の者

第
１
期

平成２０年４月１日

～

平成２１年３月３１日

※厚生労働省は４

～６月（春期）の

接種を勧めてい

ます。

平成１４年４月２日～

平成１５年４月１日生まれの者

第
２
期

平成７年４月２日～

平成８年４月１日生まれの者

第
３
期

平成２年４月２日～

平成３年４月１日生まれの者

第
４
期

問い合せ先　市保健センター　緯鰻２３００

※ワクチンの準備等が必要ですので、必ず事前予

約をしてください。接種時間等の詳細は直接、

医療機関へ問い合せください。

接種医療機関

実施対象者電話番号所在地医療機関名

第１、２、

　　３、４期
鰻０３２４城之浦町上野小児科医院

第１、２、

　　３、４期
閏１６１６上網田町小田医院

第３、４期姥６５５５三拾町
松田内科循環器

科クリニック

※第３期・第４期対象者については、平成２０年～

２４年までの５年間限定で実施します。



平成２０・４（36）

　
平
成
　
年
度
の
市
内
小
・
中
学

１９

校
の
卒
業
生
は
８
３
５
人
（
小
学

校
：
４
３
２
人
、
中
学
校
：
４
０

３
人
）。
中
学
校
は
３
月
　
日
に
、

１１

小
学
校
は
　
日
に
卒
業
式
が
行
わ

２５

れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
た
住
吉

５０

中
学
校
の
卒
業
式
で
は
、
福
海
正

隆
校
長
が
卒
業
生
　
人
に
対
し
、

７２

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
手
渡

し
「
卒
業
お
め
で
と
う
。
皆

さ
ん
の
頑
張
り
が
、
後
輩
に

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
常
に
前
向
き
に

歩
い
て
い
っ
て
欲
し
い
」
と

式
辞
。
卒
業
生
を
代
表
し
て

野
村
孔
命
く
ん
が
３
年
間
を

振
り
返
り
な
が
ら
「
何
事
に

も
努
力
と
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
答
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
走
潟
小
学
校
で
は
、

保
護
者
や
在
校
生
に
見
送
ら

れ
　
人
が
卒
業
。
五
島
靖
士
校
長

２５
が
「
こ
れ
か
ら
も
、
身
近
に
あ
る

こ
と
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
き
ち

ん
と
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
在
校
生
が
卒
業
を
祝
う
と
共
に

別
れ
を
惜
し
み
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

る
と
、
卒
業
生
も
思
い
出
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
校
歌
な
ど
を
合
唱

し
、
恩
師
や
学
び
舎
と
の
別
れ
に

涙
し
ま
し
た
。

たくさんの思い出を胸に【住吉中】

卒業証書を授与【走潟小】

市
小
・
中
学
校
卒
業

市
小
・
中
学
校
卒
業
式式

未
来
へ
の
扉
を
開
け
る
と

未
来
へ
の
扉
を
開
け
る
と
きき

新たなる旅立ちへ【住吉中】
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再生紙を使用しています

市
の
木

き
ん
も
く
せ
い

市
の
花

あ
じ
さ
い

市
の
鳥

メ
ジ
ロ

人口

心ゆたかな環境創造の宇土市

平成２０年４月１日現在

高齢者　あなたのマナーで防ぐ事故

市の交通事故発生件数
 １月１日から  ３月３１日まで平成
２０年

平成
２０年

６２１０２３１０

　３８，４７３人　（－　１５０人）

　１８，４３３人　（－　７４人）

　２０，０４０人　（－　７６人）

　１３，６２０世帯（＋　　８世帯）

（　）内は前月比

発生件数　　４４件（－　１３件）

死　者　数　　　１人（＋　　１人）

負傷者数　　５３人（－　３８人）

（　）内は前年
毅

比

市 の う ご き

校歌斉唱【走潟小】

　
表
紙
の
写
真
は
立
岡
自
然
公
園

の
約
２
０
０
０
本
の
桜
を
見
に
来

て
い
た
方
々
の
様
子
で
す
。

▼
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
新
入

生
、
新
社
会
人
、
転
入
、
異
動
な

ど
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
環

境
で
、
新
た
な
出
会
い
、
出
来
事

な
ど
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

明
る
く
、
楽
し
く
、
笑
顔
で
前
向

き
に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
広
報
う
と
の
制
作
を
担
当
し
て

い
る
広
報
電
算
係
の
ス
タ
ッ
フ
が

替
わ
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
明
る

い
話
題
、
市
の
最
新
情
報
等
を
お

届
け
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
我
が
家
に
珍
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

私
が
家
に
帰
る
と
家
族
が
「
お
客

さ
ん
が
帰
ら
ん
」
と
困
っ
た
顔
。

そ
の
お
客
と
は
猫
で
し
た
。
家
族

に
と
っ
て
、
救
世
主
の
私
が
帰
っ

て
き
た
わ
け
で
す
が
、
実
は
猫
が

大
の
苦
手
。
へ
っ
ぴ
り
腰
で
家
か

ら
出
そ
う
と
努
力
し
ま
し
た
が
、

ダ
メ
で
し
た
。
そ
の
夜
は
、
猫
と

一
緒
に
就
寝
し
、
次
の
日
の
朝
、

友
人
に
依
頼
し
、
家
か
ら
出
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ダ
メ
親
父
を
披

露
し
た
悲
し
い
夜
で
し
た
。（
５
）


